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一
般
会
計
は

4
9
2
億
3
1
6
8
万
円

　

平
成
24
年
度
の
予
算（
表
1
参

照
）は
、
一
般
、
特
別
、
企
業
会

計
を
合
わ
せ
た
12
会
計
の
総
額
が

8
0
3
億
8
3
3
万
円
、
前
年
度

と
比
べ
6
・
5
％
増
と
な
り
ま
し

た
。こ
の
う
ち
、一
般
会
計
の
予
算

額
は
、
4
9
2
億
3
1
6
8
万
円

で
、
前
年
度
と

比
べ
8
・
4
％

増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
限
り
あ
る
貴

重
な
財
源
を
総
合
計
画
に
定
め
る

五
つ
の
分
野
の
実
現
に
つ
な
が
る

よ
う
予
算
付
け
を
行
い
、「
豊
岡
エ

コ
バ
レ
ー
」と「
大
交
流
」、そ
し
て

そ
れ
ら
を
支
え
る
戦
略
を
展
開
し
、

人
口
減
少
下
に
お
け
る
経
済
の
活

性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

な
お
、
行
政
改
革
の
実
施
で
、

定
員
適
正
化
の
見
直
し
な
ど
に
よ

り
、
約
4
億
5
9
6
万
円
の
効
果

額
を
生
み
出
し
ま
す
。

市
債
残
高
は
1
3
6
0
億
円

　

市
債（
借
入
金
）は
、
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
施
設
整
備
に
活
用
し

ま
す
。
ま
た
、
市
債
に
は
、
将
来

的
に
施
設
を
利
用
す
る
市
民
の
方

予
算
の
概
要

歳
入
全
体
の
19
・
8
％
を
計
上
し

て
い
ま
す
が
、
固
定
資
産
税
の
評

価
替
え
に
よ
る
大
幅
な
減
少
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
前
年
度
と
比
べ

1
・
1
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
整
備
な
ど
の
た

め
に
借
り
入
れ
る
市
債
を
99
億
6 

2
8
0
万
円
見
込
ん
で
い
ま
す

が
、
前
年
度
と
比
べ
73
・
7
％
の

大
幅
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
新
庁
舎
建
設
や
但
馬
空
港
周

辺
用
地
の
買
い
戻
し
な
ど
投
資
的

経
費
が
増
加
す
る
た
め
で
す
。

総
務
費
に

1
2
1
億
4
0
9
9
万
円

　

一
般
会
計
の
歳
出
の
内
訳（
グ

ラ
フ
2
参
照
）で
、
最
も
多
い
も

の
は
総
務
費
で
1
2
1
億
4
0
9 

9
万
円
、
全
体
の
24
・
7
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
次
に
市
民
の
皆
さ

ん
の
福
祉
の
充
実
な
ど
に
充
て
る

民
生
費
が
1
0
9
億
2
2
6
2
万

円
で
22
・
2
％
、
借
金
返
済
に
充

て
る
公
債
費
が
72
億
5
2
1
3
万

円
で
14
・
7
％
と
、
高
い
数
値
で

続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、

「
豊
岡
エ
コ
バ
レ

ー
」と「
大
交
流
」、

そ
し
て
そ
れ
ら

一
般
会
計
・
歳
出

　皆さんが納める税金や国・県からの補助金などが、まちづくりのためにどのように活用されるのかを
紹介します。

《問合せ》財政課☎21-9014

平成24年度豊岡市予算（案）がまとまりました
〜｢小さな世界都市｣の実現に向けて、果敢に、大胆に、挑戦する〜

12会計 総額で803億円

（表２）
会　計 市債残高
一　般 637億円
特　別 5億円
企　業 718億円
合　計 1,360億円

市民 1 人当たり 154万円
（平成24年度末見込み）

市債残高

平成24年度　豊岡市予算

に
も
返
済
を
負
担
し
て
も
ら
う
と

い
う
、
世
代
間
の
公
平
を
図
る
大

切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
末
の
市
債
残
高

（
表
2
参
照
）は
、
一
般
会
計
分

が
約
6
3
7
億
円
で
、
前
年
度

と
比
べ
6
％
増
と
な
る
見
込
み
で

す
。
こ
れ
に
特
別
・
企
業
の
全
て

の
会
計
を
合
わ
せ
た
全
市
債
残
高

は
、
1
3
5
9
億
9
7
1
1
万

円
、
前
年
度
と
比
べ
0
・
6
％
増

と
な
る
見
込
み
で
、
市
民
1
人

当
た
り〔
平
成
24
年
2
月
1
日
現

在
人
口（
住
民
基
本
台
帳
+
外
国

人
登
録
総
数
）

8
万
8
0
9
5

人
〕に
す
る
と

約
1
5
4
万
円

に
な
り
ま
す
。

前
年
度
と
比
べ
7
・
0
％
減
と
な

る
見
込
み
で
、
市
民
1
人
当
た
り

に
す
る
と
約
15
万
5
千
円
に
な
り

ま
す
。

市
税
は
1
・
1
％
減

地
方
交
付
税
は
1
・
2
％
増

　

一
般
会
計
の
財
政
構
造
は
、
他

か
ら
の
依
存
財
源
で
あ
る
地
方
交

付
税
、国
県
支
出
金
、市
債
な
ど
が

歳
入
の
69
・
8
％
を
占
め
る
極
め

て
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
一
般
会
計
の
歳
入
の
内

訳（
グ
ラ
フ
1
参
照
）で
、
最
も
大

き
な
割
合
を
占
め
る
地
方
交
付
税

（
ど
の
自
治
体
で
も
必
要
最
小
限

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

よ
う
に
国
が
交
付
す
る
お
金
）は
、

1
7
3
億
円
で
、全
体
の
35
・
1

％
を
占
め
て
お
り
、
前
年
度
と
比

べ
1
・
2
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
自
主
財
源
の
柱
で
あ

る
市
税
は
、
97
億
2
7
9
1
万
円
、

基
金
残
高
は
1
3
7
億
円

　

平
成
24
年
度
末
の
基
金
の
残
高

（
表
3
参
照
）は
、
財
政
調
整
基

金
な
ど
す
べ
て
の
基
金
を
合
わ
せ

る
と
、
1
3
6
億
9
6
7
9
万
円
、

（表３）
基　金 基金残高

財政調整 47億円
特定目的 80億円
定額運用 3億円
特別会計 7億円
合　計 137億円

市民１人当たり 15万5千円
（平成24年度末見込み）

基金残高一
般
会
計
・
歳
入
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を
支
え
る
戦
略
に
関
す
る
予
算
は
、

20
億
9
6
5
5
万
円
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
る
と

（
グ
ラ
フ
3
参
照
）、
人
件
費
は
87 

億
4
5
1
2
万
円
、
前
年
度
と
比

べ
1
・
8
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

義
務
的
経
費
は
、
1
3
1
億
2 

4
0
5
万
円
、
前
年
度
と
比
べ

2
・
8
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
は
99
億
2 

1
6
7
万
円
、
前
年
度
と
比
べ

73
・
1
％
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
新
庁
舎
建
設
や
但

馬
空
港
周
辺
用
地
の
買
い
戻
し
な

ど
が
大
き
な
要
因
で
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
の
経
常
収

支
比
率（
注
1
）は
90
・
9
％
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
財
政
の

健
全
度
を
示
す
実
質
公
債
費
比
率

（
注
2
）は
18
・
5
％
と
な
り
、
国

の
定
め
る
水
準
の
18
％
を
上
回
る

と
予
測
し
て
い
ま
す
。

※
注
1
…
経
常
収
支
比
率

　

経
常
的
に
支
出
す
る
経
費
に
対

す
る
税
な
ど
の
一
般
財
源
の
充
当

比
率
で
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
指

標※
注
2
…
実
質
公
債
費
比
率

　

財
政
規
模
に
対
す
る
公
債
費
の

割
合
を
示
す
指
標
で
連
結
決
算
の

考
え
方
を
導
入
し
て
い
る
。

（表１）
区　　分 予　算　額 前年度比

一般会計 492億3,168万円 ＋8.4％
特別会計 184億5,455万円 ＋3.1％

国民健康保険事業（事業勘定） 92億3,908万円 △2.4％
国民健康保険事業（直診勘定） 8,074万円 △4.2％
後期高齢者医療事業 9億4,870万円 ＋9.7％
介護保険事業 78億2,806万円 ＋12.0％
診療所事業 2億6,628万円 ＋39.8％
霊苑事業 5,567万円 △77.9％
宅地事業 3,256万円 △35.3％
管理会財産区 346万円 △7.0％

企業会計 126億2,210万円 ＋4.1％
水道事業 43億7,324万円 ＋25.3％
下水道事業 80億7,813万円 △4.2％
農業共済事業 1億7,073万円 △11.2％

合　　　計 803億  833万円 ＋6.5％

会計別予算一覧一般会計・歳出の性質別内訳

人件費（17.8％） ………… 87億4,512万円
　市長､議員､職員などの給料や諸手当など

義務的経費（26.7％）……131億2,405万円
　扶助費や公債費などの支出が義務付けられ、
　任意に削減できない経費

投資的経費（20.1％）………99億2,167万円
　道路、公園、その他施設の建設などの整備に
　要する経費

一般行政経費（35.4%） …174億3,084万円
　施設の維持管理費や補助金、特別会計への
　繰出金などの経費

その他（0.0%） …………………1,000万円
　予備費

（グラフ３）

市税
97億2,791万円
（19.8％）

繰入金14億7,791万円（3.0％）

分担金および負担金5億2,603万円（1.1％）

その他1億4,234万円（0.2％）

地方交付税
173億円（35.1％）

歳入

自主財源
（30.2%）

依存財源
（69.8％）

市債
99億6,280万円
（20.2％）

総務費
121億4,099万円（24.7％）

公債費
72億5,213万円
（14.7％）

土木費
51億2,255万円
（10.4％）

衛生費
45億3,173万円（9.2％）

教育費
39億8,752万円
（8.1％）

消防費
16億5,409万円
（3.4％）

商工費
16億5,152万円（3.4％）

農林水産業費14億118万円（2.8％） 議会費3億119万円（0.6％）
労働費2億5,616万円（0.5％）
予備費1,000万円（0.0％）

民生費
109億2,262万円（22.2％）

国庫支出金
33億813万円
（6.7％）

県支出金
22億6,535万円
（4.6％）

地方消費税交付金
8億7,739万円（1.8％）

地方譲与税4億424万円（0.8％）

その他2億4,163万円（0.6％）

諸収入
19億3,896万円（3.9％）

使用料および手数料10億5,899万円（2.2％）

歳出

一般会計・目的別予算の内訳

（グラフ１）（グラフ２）
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平成24年度　豊岡市予算
　

総
合
計
画
に
定
め
る
多
く
の
施
策
の
実
現
の
た
め
に
、行
政
改
革
な
ど
に

よ
っ
て
生
み
出
し
た
限
り
あ
る
貴
重
な
財
源
で
、防
災
・
福
祉
・
環
境
・
商
工
・

観
光
･
教
育
な
ど
各
分
野
の
礎
い
し
ず
え

を
構
築
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
に
計
画
し
て
い
る
事
業
･
施
策（
案
）の
う
ち
、新
規
･
拡
大

事
業
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す〔（
年
度
）…
完
成
予
定
年
度
〕。

▲山陰海岸ジオパークの推進、ジオ
サイトを有効活用

▲情報戦略の推進（アンテナショップ
｢コウノトリの恵み　豊岡｣）

▲歩いて暮らすまちづくり構想の推
進

□
新
庁
舎
防
災
シ
ス
テ
ム
の
構
築

�

2
6
4
0
万
円

　

新
庁
舎
建
設
に
併
せ
、
災
害
対

策
本
部
の
情
報
処
理
機
能
を
強
化

し
、
迅
速
か
つ
円
滑
な
応
急
対
策

な
ど
の
実
施
を
図
り
ま
す
。（
平
成

25
年
度
）

□
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
整

　

備　
　
　
　
　

1
0
0
0
万
円

　

平
成
28
年
5
月
31
日
ま
で
に
消

防
救
急
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る

た
め
、
調
査
に
着
手
し
ま
す
。

□
歩
い
て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
構

　

想
の
推
進　
　

1
2
4
6
万
円

　

歩
い
て
暮
ら
す
こ
と
を
基
本
と

し
た
健
康
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

に
市
民
誰
も
が
参
加
し
、
健
康
に

生
活
を
営
む
こ
と
の
で
き
る
、
持

続
可
能
な
新
し
い
都
市
モ
デ
ル
を

構
築
し
ま
す
。

□
福
祉
医
療
費
助
成
に
係
る
中
学

　

3
年
生
ま
で
の
入
院
自
己
負
担

　

金
の
無
料
化�

8
4
6
万
円

　

市
独
自
の
事
業
と
し
て
各
種
福

祉
医
療
費
受
給
対
象
者
の
う
ち
中

学
生
以
下
の
入
院
医
療
費
の
自
己

負
担
を
無
料
化
し
ま
す
。

□
暴
力
団
対
策
基
金
の
設
置

�

5
0
0
万
円

　

暴
力
団
追
放
活
動
を
助
成
す
る

た
め
の
基
金
を
設
置
し
、
暴
力
団

を
排
除
す
る
市
の
姿
勢
を
示
す
と

と
も
に
、
寄
付
金
を
募
る
こ
と
を

通
し
て
市
民
に
暴
力
団
排
除
の
意

識
の
高
揚
を
図
り
、
安
全
で
安
心

な
地
域
社
会
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

□
防
犯
灯
の
L
E
D
化

�

2
4
5
万
円

　

市
が
新
規
に
設
置
ま
た
は
取
り

替
え
る
防
犯
灯
を
L
E
D
化
し
ま

す
。
ま
た
、
各
区
が
設
置
す
る
防

犯
灯
の
整
備
補
助
金
の
交
付
対
象

を
L
E
D
灯
と
し
、
防
犯
灯
に
か

か
る
環
境
負
荷
を
低
減
し
ま
す
。

□
土
砂
災
害
危
険
度
判
定
シ
ス
テ

　

ム
の
構
築　
　

1
9
0
0
万
円

　

土
砂
災
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
危
険
箇
所
を
早

期
に
把
握
し
、
市
民
へ
精
度
の
高

い
情
報
を
発
信
す
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
ま
す
。

□
豊
岡
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の

　

導
入　
　
　
　

1
1
8
2
万
円

　

環
境
活
動
を
促
進
し
、
経
済
の

域
内
循
環
を
図
り
、
環
境
と
経
済

の
共
鳴
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
導
入
す
る
と

と
も
に
、
エ
コ
ハ
ウ
ス
補
助
金
を

新
設
し
ま
す
。

□
コ
ウ
ノ
ト
リ
生
息
地
保
全
対
策

　

事
業　
　
　
　

1
5
0
0
万
円

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
地
保
全
を

柱
に
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
連
携
で

き
る
組
織
づ
く
り
や
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
基
金
を
活
用
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ

水
田
の
設
置
･
生
物
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
な
ど
を
展
開
し
ま
す
。

□
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
関
連
事
業

�

4
5
5
万
円

　
「
円
山
川
下
流
域
及
び
周
辺
水

田
」の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登

録
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
登
録
後
は
記
念
行
事「
ラ

ム
サ
ー
ル
W
e
e
k
」を
開
催
す

る
な
ど
、
普
及
啓
発
や
活
用
を
進

め
ま
す
。

□
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
の
推
進

�

7
2
2
2
万
円

　

市
内
に
存
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ

ス（
間
伐
材
等
）を
市
内
で
燃
料
化

（
ペ
レ
ッ
ト
）し
、
市
内
で
利
用
す

る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
事
業

（
地
域
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
）の
実

現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
ペ
レ
ッ

ト
燃
焼
灰
の
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

□
大
規
模
太
陽
光
発
電
所（
メ
ガ

　

ソ
ー
ラ
ー
）の
整
備

�

3
億
3
0
5
0
万
円

　

太
陽
光
に
よ
る
大
規
模
な
発
電

設
備
を
設
置
し
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
7
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
量
買
取
制

度
を
活
用
し
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発

電
に
よ
る
売
電
収
入
を
、
市
の
環

境
施
策
の
財
源
と
す
る
仕
組
み
を

つ
く
り
ま
す
。

□
情
報
戦
略
の
推
進

�

2
1
6
5
万
円

　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
や
豊
岡
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
り
、
国

内
外
に
豊
岡
の
情
報
を
戦
略
的
に

平
成
24
年
度
の
主
な
事
業（
案
）

安
全
に
安
心
し
て暮

ら
せ
る
ま
ち

人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

持
続
可
能
な「
力
」を高

め
る
ま
ち
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▲新庁舎の建築工事･電気設備工事な
どを実施（新庁舎イメージ図）

▲公共交通の利用促進、｢上限200円
バス」の社会実験実施

▲観光事業の推進（文庫本ブックカ
バーなどによるイメージ戦略）

け
て
測
量
等
を
行
い
ま
す
。

□
過
疎
地
域
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

の
推
進　

1
億
6
1
3
3
万
円

　

地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
事
業

を
推
進
し
、
強
力
に
過
疎
地
域
振

興
を
図
り
ま
す
。

□「
小
さ
な
世
界
都
市
･
豊
岡
」を

　

担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
育

　

て
る
取
組
み　
　

6
7
2
万
円

　

豊
岡
を
担
う
高
校
生
ま
で
の
子

ど
も
た
ち
を
地
域
で
育
て
る
た
め
、

部
活
動
と
文
化
財
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
や
子
ど
も
夏
期
大
学
、「
夢

へ
挑
戦
す
る
高
校
生
」に
対
す
る

支
援
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

□
幼
・
小
・
中
学
校
医（
耳
鼻
科
医
、

　

眼
科
医
）の
増
員 

5
3
3
万
円

　

豊
岡
地
域
以
外
で
も
専
門
医
師

に
よ
る
眼
科
・
耳
鼻
科
の
定
期
健

診
を
行
い
、
市
内
全
域
の
健
診
内

容
の
統
一
と
充
実
を
図
り
ま
す
。

□
城
崎
温
泉
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
化

　

構
想
の
策
定　
　

3
2
5
万
円

　

県
か
ら
移
譲
を
受
け
る
城
崎
大

会
議
館
を
、
芸
術
文
化
の
創
造
拠

点
と
し
て
活
用
す
る
構
想
を
策
定

し
ま
す
。

□
植
村
直
己
冒
険
館
の
自
主
事
業

�

4
3
1
万
円

　

南
極
昭
和
基
地
と
の
交
信
に
よ

る
授
業
や
基
地
の
ラ
イ
ブ
映
像
の

放
映
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
ボ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

�

7
2
2
万
円

　

円
山
川
城
崎
漕
艇
場
の
B
級
公

認
コ
ー
ス
認
定
更
新
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
か
ら
選
手
を
迎
え
て

ボ
ー
ト
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
文
化
財
保
護
事
業

�

3
7
2
4
万
円

　

旧
中
和
家
住
宅
の
保
存
管
理
と

国
登
録
申
請
に
向
け
て
の
調
査
、

足
軽
住
宅（
武
家
長
屋
資
料
館
）の

保
存
改
修
を
行
い
ま
す
。

□
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ

　

中
継
へ
の
取
組
み　
　

74
万
円

　

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
市
議
会
の
様
子
を
平
成
25
年

6
月
議
会
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
ラ
イ
ブ
中
継
す
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
を
整
備
し
ま
す
。

□
新
庁
舎
の
建
設

�

51
億
8
5
5
3
万
円

　

平
成
25
年
度
の
オ
ー
プ
ン
に
向

け
、
建
築
工
事
、
電
気
設
備
工
事
、

お
よ
び
機
械
設
備
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

発
信
し
ま
す
。
特
に
首
都
圏
で
の

豊
岡
の
知
名
度
を
向
上
さ
せ
、
職

員
の
意
識
向
上
も
図
り
ま
す
。

□
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進

�
5
9
7
4
万
円

　

ジ
オ
サ
イ
ト
を
有
効
活
用
す
る

た
め
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
配
置
や
ジ

オ
ツ
ア
ー
バ
ス
補
助
、
ま
た
ジ
オ

サ
イ
ト
の
保
全
管
理
を
行
い
ま
す
。

□
観
光
事
業
の
推
進

�

1
7
4
0
万
円

　

効
果
的
な
広
告
宣
伝
や
情
報
発

信
、
首
都
圏
か
ら
の
ツ
ア
ー
実
施

に
対
す
る
支
援
、
メ
デ
ィ
ア
等
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
に
よ
り
観
光

誘
客
の
促
進
・
拡
大
を
図
り
ま
す
。

□
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業

�

1
8
7
4
万
円

　

青
年
の
就
農
意
欲
の
喚
起
と
就

農
後
の
定
着
を
図
る
た
め
、
青
年

就
農
給
付
金
制
度
を
新
設
し
ま
す
。

ま
た
、
国
や
県
の
事
業
を
市
単
独

補
助
事
業
で
補
完
す
る「
就
農
支

援
対
策
事
業
」も
実
施
し
ま
す
。

□
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
推
進

�

1
3
6
万
円

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
普
及

拡
大
の
た
め
に
栽
培
技
術
の
向
上

や
実
証
ほ
の
設
置
を
通
し
て
安
定

的
な
農
業
技
術
の
体
系
化
と
食
味

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

□
水
産
業
の
振
興
と
漁
港
の
管
理

�

1
0
4
0
万
円

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド「
津
居
山
か
に
」

の
さ
ら
な
る
高
級
ブ
ラ
ン
ド
化
と
、

竹
野
漁
港
施
設
の
改
修
、
田
結
漁

港
の
漂
着
ご
み
流
入
防
止
対
策
を

実
施
し
ま
す
。

□
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を

　

活
用
し
た
道
路
整
備

�

2
億
4
0
0
万
円

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を

活
用
し
て
市
道
4
カ
所
の
整
備
と
、

城
崎
地
域
で
は
、
景
観
に
配
慮
し
、

無
電
柱
化
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

□
鉄
道
交
通
対
策�

5
2
1
2
万
円

　

山
陰
本
線
・
播
但
線
高
速
化
に

向
け
た
取
組
み
を
進
め
、K
T
R

の
企
画
列
車「
市
民
号
」へ
の
助
成
、

「
山
陰
海
岸
ジ
オ
ラ
イ
ナ
ー
」な
ど

の
利
用
者
へ
補
助
を
行
い
ま
す
。

□
公
共
交
通
利
用
促
進

�

1
9
2
7
万
円

　

公
共
交
通
を
次
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
、
公
共
交
通
を
利
用
し
た
通

勤
や「
上
限
2
0
0
円
バ
ス
」の
社

会
実
験
を
実
施
し
、
バ
ス
や
鉄
道

の
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

□
但
馬
空
港
周
辺
用
地
の
買
戻
し

�

18
億
9
0
0
万
円

　

空
港
周
辺
用
地
を
買
い
戻
し
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
モ
デ
ル
と

し
て「
空
港
周
辺
里
山
ふ
れ
あ
い

の
森
」構
想
に
基
づ
く
整
備
に
向

未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

人
生
を
楽
し
み

お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

基
本
計
画
の
実
現
に
向
け
て
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市
政
の
動
き

　

  

3
月
定
例
報
告

市
長
総
括
説
明
から

  

3
月
2
日
、
平
成
24
年
第
1
回

市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

　

今
冬
の
豪
雪
に
つ
い
て
報
告
し
、

所
信
を
述
べ
、
提
出
議
案
を
説
明

し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

○
所
信

　
「
小
さ
な
世
界
都
市
・
豊
岡
」

の
実
現
に
向
け
て
、
よ
り
果
敢
に
、

大
胆
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

7
月
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
第
11

回
締
約

コ
ッ
プ
イ
レ
ブ
ン

国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
11
）で
、

円
山
川
下
流
部
と
そ
の
周
辺
水
田

の
登
録
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
岡
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
育
成
に
努
め
、「
い
の
ち
へ
の

共
感
」が
生
ま
れ
る
行
政
を
進
め
、

合
併
特
例
期
間
中
に
財
政
の
体
力

強
化
を
図
り
ま
す
。

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち

　

円
山
川
緊
急
治
水
対
策
事
業
の

促
進
を
図
り
、
稲
葉
川
土
地
区
画

整
理
や
山
田
川
河
川
改
良
、
向む

か
い

鶴

岡
川
等
の
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

、
市
街
地
北
部
内

水
水
路
改
良
を
行
い
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
統
合
操
作
シ
ス

テ
ム
や
土
砂
災
害
危
険
度
判
定
シ

ス
テ
ム
、
新
庁
舎
災
害
対
策
本
部

用
防
災
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
着
手

し
ま
す
。
住
宅
耐
震
改
修
を
促
進

し
、
津
波
避
難
対
策
や
地
域
防
災

力
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。
防
災

公
園
整
備
は
、
旧
宗
教
法
人
用
地

の
工
事
を
行
い
、
日
高
地
域
市
街

地
の
県
有
地
の
方
は
、
取
得
後
、

工
事
着
手
し
ま
す
。

　

新
た
に
、
中
学
3
年
生
ま
で
の

入
院
医
療
費
自
己
負
担
の
無
料

化
や
小
児
救
急
電
話
相
談
開
設
、

「（
仮
称
）障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
」を
設
置
し
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
害
者
の
生
活
支
援

や
認
知
症
対
策
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
進
め
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
生
息
地
保
全
対
策

事
業
を
進
め
、
生
物
多
様
性
地
域

戦
略
も
策
定
し
ま
す
。

　

ぺ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・
ボ
イ
ラ

ー
設
置
等
の
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

事
業
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導

入
補
助
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所

整
備
で
、
循
環
型
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
　
　
　
　
　
　
　

高
め
る
ま
ち

　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
、
ジ
オ
ツ
ア
ー
や
首
都

圏
か
ら
の
ツ
ア
ー
バ
ス
補
助
で
情

報
発
信
・
誘
客
を
図
り
ま
す
。

　

農
業
は
、「
豊
岡
市
農
業
振
興

戦
略
」で
強
化
を
図
り
ま
す
。
有

機
J
A
S
取
得
補
助
も
行
い
ま
す
。

　

漁
業
資
源
保
護
活
用
事
業
や
商

店
街
活
性
化
事
業
を
行
い
、
起
業

サ
ポ
ー
ト
奨
励
金
制
度
や
環
境
経

済
型
事
業
認
定
・
支
援
制
度
を
新

設
し
ま
す
。

　

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
地
籍

調
査
を
進
め
、
山
陰
本
線
・
播
但

線
高
速
化
に
取
り
組
み
、
バ
ス
停

留
所
整
備
補
助
制
度
を
創
り
ま
す
。

　

ま
た
、
景
観
計
画
を
策
定
し
、

景
観
条
例
と
屋
外
広
告
物
条
例
を

制
定
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
聴

取
エ
リ
ア
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。

■
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

　

子
育
て
支
援
お
よ
び
少
子
化
対

策
を
進
め
、
こ
ど
も
園
整
備
、
校

園
庭
の
芝
生
化
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
施
設
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

学
校
の
健
診
は
市
内
全
域
の
内
容

の
統
一
と
充
実
を
図
り
ま
す
。

■
人
生
を
楽
し
み

　
　
　

お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

　

夢
と
自
然
の
大
切
さ
を
伝
え
る

た
め
、
南
極
昭
和
基
地
と
の
交
信

授
業
や
基
地
ラ
イ
ブ
映
像
の
放
映

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

旧
中
和
家
住
宅
の
国
登
録
文
化

財
に
向
け
て
の
調
査
、
国
史
跡
指

定
但
馬
国
分
寺
跡
活
用
の
た
め
の

用
地
取
得
等
を
行
い
ま
す
。

　

出
石
永
楽
館
の
大
歌
舞
伎
公
演

や
小
規
模
集
落
活
性
化
事
業
、
過

疎
地
域
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
地

域
力
再
生
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

■
市
政
の
運
営

　

豊
岡
地
域
で
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク

の
拠
点
づ
く
り
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
野

生
復
帰
な
ど
の
取
組
み
を
国
内
外

に
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
現

本
庁
舎
や
南
庁
舎
、
市
庁
舎
前
市

民
広
場
を
一
体
的
に
活
用
す
る
プ

ラ
ン
作
成
を
行
い
ま
す
。

　

城
崎
地
域
で
は
、
外
国
版
旅
館

予
約
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
無
電
柱

化
の
工
事
を
進
め
、
市
域
全
体
を

英
語
で
紹
介
す
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
設
置
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

　

竹
野
地
域
で
は
、
参
加
体
験

型
・
滞
在
型
観
光
を
進
め
、
ジ
オ

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
育
成
や
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
映
像
の
制
作
な
ど
を
行

い
、「
竹
野
浜
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ

ー
ス
イ
ミ
ン
グ
大
会
」な
ど
を
支

援
し
ま
す
。

　

日
高
地
域
で
は
、
神
鍋
高
原
に

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿
、
高

校
修
学
旅
行
を
誘
致
し
、
ス
ポ
ー

ツ
の
メ
ッ
カ
・
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
振
興
を
図
り
、
か
ん
な
べ
湯

の
森「
ゆ
と
ろ
ぎ
」の
実
施
設
計
を

行
い
ま
す
。

　

出
石
地
域
で
は
、
出
石
永
楽
館

や
伊
藤
清
永
美
術
館
を
活
用
し
て

文
化
の
向
上
と
地
域
の
活
性
化
を

図
り
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
保
存
事
業
を
進
め
、
武
家
長
屋

資
料
館
を
保
全
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
施
設
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

　

但
東
地
域
で
は
、
但
東
花
公
園

を
中
心
に
、
農
家
民
宿
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
ま
つ
り
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
に
よ
り
、
交
流
人
の

増
加
を
図
り
、
集
落
対
策
事
業
や

東
井
教
育
の
普
及
を
進
め
ま
す
。

《
主
要
項
目
》

○
東
日
本
大
震
災
関
連
の
新
法

　
　

制
定
に
伴
う
市
税
条
例
改
正

　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、
防

災
・
減
災
対
策
の
財
源
を
確
保
す

る
た
め
、
地
方
税
法
の
特
例
が
規

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
平
成

26
〜
35
年
度
ま
で
、
個
人
市
民
税

標
準
税
率
規
定
額
に
5
0
0
円
加

算
す
る
条
例
改
正
を
提
出
し
て
い

ま
す
。

○
兵
庫
県
蚕
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

跡
地
取
得

  

市
が
貸
与
し
て
い
る
養
護
老
人

ホ
ー
ム
こ
と
ぶ
き
苑
用
地
と
等
価
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※市ホームページに「市長総括説明」の全文を掲載しています。

○
高
橋
診
療
所
の
運
営

　

指
定
管
理
者「
但
東
の
健
康
と

医
療
を
守
る
会
」か
ら
の
移
管
申

し
出
を
受
け
、
4
月
か
ら
市
が
同

診
療
所
を
運
営
し
ま
す
。

○
地
域
福
祉
計
画
等
の
見
直
し

  

地
域
福
祉
計
画
、
障
害
者
福
祉

計
画
、老
人
福
祉
計
画
・
第
5
期
介

護
保
険
事
業
計
画
を
見
直
し
ま
し

た
。
介
護
保
険
事
業
保
険
料
改
定

の
条
例
改
正
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
設

　

置
、障
害
者
相
談
支
援
体
制
強
化

　

法
で
義
務
付
け
ら
れ
た
同
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
障
害
者
相
談
支

援
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
を

　
　
　
　
　
　
　

め
ぐ
る
取
組
み

　

兵
庫
県
立
大
学
が
平
成
26
年
度

に
大
学
院
を
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公

園
に
開
設
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

円
山
川
下
流
域
の
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
湿
地
登
録
の
た
め
の
国
指
定

鳥
獣
保
護
区
設
定
は
、
公
聴
会
が

終
わ
り
、
今
後
、
国
の
審
議
会
で

承
認
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

○
北
但
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

　

2
月
に
進
入
道
路
・
敷
地
造
成

工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、

新
施
設
工
事
が
進
み
ま
す
。

○
豊
岡
版
エ
コ
ハ
ウ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　

モ
デ
ル
プ
ラ
ン

　

豊
岡
の
気
候
風
土
に
合
っ
た
エ

コ
ハ
ウ
ス
普
及
の
た
め
の
プ
ラ
ン

を
策
定
し
ま
し
た
。

○
豊
岡
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

  

「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」の
実
現
に

向
け
て
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
を

導
入
し
、
市
民
、
事
業
者
の
環
境

活
動
を
促
進
し
ま
す
。

○
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
整
備

  

全
規
模
1
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
発
電

所
を
日
高
町
山
宮
に
整
備
し
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
多
様
化
を

進
め
ま
す
。
ま
ず
、
0
・
68
メ
ガ

ワ
ッ
ト
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

○
豊
岡
市
農
業
振
興
戦
略
策
定

　

戦
略
は
最
終
調
整
中
で
す
。
コ

ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
を
柱
と
し
た
環

境
創
造
型
農
業
で
本
市
農
業
を
劇

的
に
変
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
城
崎
大
会
議
館
の
県
か
ら
の
移

　

譲
と
城
崎
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
化

�

　

構
想

　

同
館
の
宿
泊
施
設
は
廃
止
と
な

り
ま
す
が
、
市
が
全
館
の
移
譲
を

受
け
ま
す
。
こ
の
施
設
を
活
用
す

る「
城
崎
温
泉
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

化
構
想
」を
策
定
し
ま
す
。

○
但
馬
空
港
周
辺
用
地

　

空
港
周
辺
用
地
を
市
土
地
開
発

公
社
か
ら
買
い
戻
し
、「
空
港
周
辺

ふ
れ
あ
い
の
森
構
想
」に
基
づ
き
、

測
量
・
設
計
を
行
い
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の
利
用

  

昨
年
10
月
の
ダ
イ
ヤ
変
更
に
よ

り
利
用
率
が
落
ち
込
ん
で
い
ま
す

が
、
利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

○
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

　

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
つ「
か
ば
ん
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
事
業　

宵
田
商
店
街

（
カ
バ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
）空
き
店
舗

活
用
事
業
」の
具
体
化
に
向
け
て
、

協
議
･
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

○
豊
岡
駅
前
広
場
の
供
用
開
始

　

平
成
20
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
3
月
17
日
に
供
用

を
開
始
し
ま
す
。

○
バ
ス
交
通
対
策

　

神
鍋
線「
上
限
2
0
0
円
バ
ス
」

社
会
実
験
は
利
用
目
標
に
達
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
地
域
主
体
の
公
共

交
通「
チ
ク
タ
ク
」は
好
調
で
す
。

○
魅
力
あ
る
景
観
形
成
の
取
組
み

　

景
観
法
に
基
づ
く
景
観
計
画
策

定
や
景
観
条
例
制
定
を
6
月
議
会

に
向
け
て
進
め
ま
す
。

○
定
住
促
進

　

但
東
町
中
山
の
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
を
U
J
I
タ
ー
ン
希
望
者
の

賃
貸
住
宅
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

○
西
気
小
学
校
と
清
滝
小
学
校
の

　
�

統
合
検
討

　

西
気
小
学
校
を
清
滝
小
学
校
へ

統
合
す
る
要
望
書
が
区
な
ど
か
ら

出
さ
れ
、
市
は
統
合
準
備
委
員
会

を
立
ち
上
げ
ま
す
。

○「
小
さ
な
世
界
都
市
」豊
岡
を

　

担
う
子
ど
も
を
地
域
で
育
て
る

　

こ
れ
ま
で
の
小
・
中
学
生
中
心

か
ら
、
高
校
生
ま
で
を
視
野
に
入

れ
た
独
自
の
取
組
み
に
拡
大
し
、

3
年
計
画
で
進
め
ま
す
。

○
豊
岡
市
債
権
管
理
条
例
の
検
討

　

本
市
に
は
債
権
管
理
に
関
す
る

統
一
的
な
ル
ー
ル
が
な
く
、
滞
納

対
応
に
相
違
が
生
じ
て
い
る
た
め
、

条
例
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

○
新
庁
舎
建
設
事
業

　

2
月
、
現
本
庁
舎
を
曳ひ

き

家や

し
ま

し
た
。
今
後
、
現
本
庁
舎
に
は
免

震
装
置
を
設
置
し
、
現
本
庁
舎
跡

地
で
は
、
新
庁
舎
建
設
の
た
め
の

地
盤
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。

○
定
住
自
立
圏
構
想
の
推
進

　

定
住
自
立
圏
構
想
の
圏
域
形
成

協
定
は
、
6
月
議
会
に
向
け
て
締

結
協
議
を
進
め
ま
す
。

○
組
織
の
見
直
し

　

政
策
調
整
部
エ
コ
バ
レ
ー
推
進

室
は「
地
域
戦
略
推
進
課
」に
変
更

し
ま
す
。
総
務
部
総
務
課
は
、
管

財
係
を「
行
政
係
」に
統
合
し
、
企

業
部
は「
上
下
水
道
部
」に
名
称
変

更
し
、
現
3
課
を
水
道
課
と
下
水

道
課
の
2
課
体
制
と
し
ま
す
。

交
換
し
、
同
セ
ン
タ
ー
跡
地
を
取

得
し
ま
す
。

○
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備

　

消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
方
式

へ
の
移
行
義
務
化
に
伴
い
、
無
線

基
地
局
等
デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
の

調
査
と
基
本
設
計
を
行
い
ま
す
。

○
消
防
団
の
体
制

　

1
団
制
を
目
指
し
て
い
ま
し
た

が
、
改
め
て
多
団
制
と
比
較
し
、

消
防
団
の
あ
り
方
を
決
め
ま
す
。

○
暴
力
団
対
策
基
金
条
例
制
定

　

暴
力
団
排
除
の
市
の
姿
勢
を
示

し
、
市
民
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
、
基
金
条
例
と
基
金
予
算
を
提

出
し
て
い
ま
す
。

○
歩
い
て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り

�

　
　

条
例
制
定

　

地
域
活
性
化
総
合
特
区「
健
幸

長
寿
社
会
を
創
造
す
る
ス
マ
ー
ト

ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
総
合
特
区
」

の
指
定
を
受
け
、
健
康
の
視
点
を

取
り
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら

に
推
進
す
る
た
め
、
条
例
を
提
出

し
て
い
ま
す
。
構
想
案
も
策
定
し

ま
す
。

○
周
産
期
医
療
体
制
整
備

　

近
い
将
来
、
分
娩
施
設
は
豊
岡

病
院
と
八
鹿
病
院
と
し
、
周
産
期

医
療
セ
ン
タ
ー
を
平
成
27
年
度
に

豊
岡
病
院
に
整
備
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
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￤

エ
コ
な
暮
ら
し
の
提
案

￤

「
豊
岡
版
エ
コ
ハ
ウ
ス
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た

　

生
活
の
拠
点
と
な
る「
住
ま
い
」

づ
く
り
で
、
化
石
燃
料
の
使
用
を

抑
え
る
た
め
の
工
夫
、
地
元
産
材

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
森
林
の

保
全
、
合
理
性
や
効
率
性
を
追
求

し
て
い
た
生
活
ス
タ
イ
ル
の
見
直

し
な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
考
え

て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
21
年
度

に「
豊
岡
市
エ
コ
ハ
ウ
ス
」を
整
備

し
ま
し
た
。

　

そ
の
性
能
検
証
調
査
を
踏
ま
え
、

よ
り
豊
岡
の
気
候
風
土
に
マ
ッ
チ

し
た
エ
コ
ハ
ウ
ス
を
普
及
す
る
た

め
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
「
地
域
の
気
候
風
土
や
敷
地
の

条
件
等
に
応
じ
て
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
最
大
限
に
生
か
さ
れ
る
こ

と
」「
身
近
に
手
に
入
る
地
域
の
素

材
を
使
う
こ
と
」な
ど
、
環
境
に

負
荷
を
掛
け
な
い
方
法
で
住
宅
を

　

市
で
は
、豊
岡
の
気
候
風
土
に
マ
ッ
チ
し
た
エ
コ
ハ
ウ
ス
を
普
及
し
て
い
く
た
め﹁
豊
岡
版
エ
コ
ハ
ウ
ス

の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
﹂を
策
定
し
ま
し
た
。そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

︽
問
合
せ
︾建
築
住
宅
課
☎
21
－
9
0
1
8

建
て
る
ヒ
ン
ト
を
、
市
民
の
皆
さ

ん
へ
提
案
す
る
も
の
で
す
。

　

次
の
四
点
を
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
い
ま
す
。

①
省
エ
ネ
性
能
の
確
保　

目
標
⋮ 

﹁
二
酸
化
炭
素︵
C
O
2
︶排
出

量
を
50
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
す
る
﹂

　

環
境
へ
の
負
荷
低
減
を
図
る
た

め
、
C
O
2

排
出
量
を
平
成
12
年

と
比
べ
て
50
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

②
建
物
工
法
の
基
本

　

夏
は
高
温
多
湿
、
冬
は
寒
冷
多

雪
で
あ
る
豊
岡
の
気
象
条
件
を
踏

ま
え
た
木
造
在
来
工
法
を
基
本
と

し
、
木
材
な
ど
の
自
然
素
材
が
持

つ
調
湿
機
能
等
を
生
か
す
と
と
も

に
、
断
熱
性
、
気
密
性
、
お
よ
び

換
気
性
に
優
れ
た
建
物
と
し
て
い

ま
す
。

③
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー︵
太
陽
・
風
︶

の
活
用

　

家
を
建
て
る
敷
地
の
日
の
出
、

日
の
入
り
の
方
位
や
季
節
ご
と
の

太
陽
の
角
度
、
風
向
き
な
ど
を
十

分
把
握
し
、
建
物
の
配
置
を
考
慮

す
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
省
エ
ネ

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

④
市
内
建
築
資
材
な
ど
の
積
極
的

活
用

　

市
内
に
は
、
木
材
の
生
産
、
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
製
造
、

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の
製
造
な
ど

を
行
う
地
元
企
業
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
活
用
し
た
地
産
地
消
を

行
う
こ
と
で
、
豊
岡
の
経
済
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

　

伝
統
を
生
か
し
、
自
然
と
折
り

合
う
暮
ら
し
の
提
案
と
し
て
、
次

の
四
つ
の
視
点
で
住
宅
を
建
て
る

こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。

①
自
然
の
め
ぐ
み
を住

宅
に
活い

か
す

　

敷
地
の
立
地
・
日
照
条
件
を
読

み
取
り
、
風
の
力
や
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
す
る
。

豊
岡
版
エ
コ
ハ
ウ
ス
の

基
本
的
な
考
え
方

モ
デ
ル
化
へ
の
具
体
的
な
展
開

豊岡市エコハウス

太陽光パネルを設置した住宅
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豊岡の夏は蒸し暑い
心地よく快適に住まうためには…

○南面に落葉樹や芝生などを植えることで、夏の強い日差しや照り返しを防ぎます。　

○家の中に風の通り道を設けることで風通しがよくなり、涼しくなります。

○調湿効果のある壁面素材を用いることで、梅雨時や真夏の高い湿度を和らげます。　

豊岡の冬は雪が多く寒くて暗い
暖かく快適に住まうためには…

○樹木が落葉することで冬の日差しが家の中まで入り、照明費・暖房費の削減につながります。

○建物を高断熱・高気密にすることで、少ない暖房エネルギーで建物内を暖めます。

○衣類乾燥などにペレットストーブからの廃熱を利用することで、冬の家事に役立ちます。

②
夏
は
涼
し
く
冬
は
暖
か
い

住
ま
い
を
つ
く
る

　

落
葉
樹
を
南
側
に
植
え
る
こ
と

で
、
夏
の
照
り
返
し
を
防
ぎ
、
冬

は
葉
が
落
ち
て
日
射
が
家
の
中
に

深
く
差
し
込
み
ま
す
。

③
環
境
負
荷
を
減
ら
す
設
備
機
器

の
導
入

　

高
効
率
給
湯
器
や
節
水
・
節

電
機
器

の
導
入
、

木
質
バ

イ
オ
マ

ス
エ
ネ

ル
ギ
ー（
木
質
ペ
レ
ッ
ト
）を
利
用

し
ま
す
。

④
豊
岡
の
自
然
・
経
済
へ
の
配
慮

　

周
り
の
景
観
・
環
境
に
調
和
し

た
住
宅
の
形
態
、
市
内
製
造
品
や

地
元
産
木
材
を
利
用
し
ま
す
。

※
前
記
の
四
つ
の
視
点
を
ま
と
め

た
イ
メ
ー
ジ
を
下
部
の
図
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
「
豊
岡
版
エ
コ
ハ
ウ
ス
の
モ
デ

ル
プ
ラ
ン
」の
普
及
を
図
る
た
め
、

平
成
24
年
度
に
助
成
制
度
の
創
設

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

普
及
促
進

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

豊岡版エコハウスのモデルプランイメージ



広報とよおか　2012.3.25 10

不動産を公売します！
滞 納 処 分

備
考

農業委員会発行の買受適格証明が必要です（農用地区域内）。
耕作地です（平成23年時点）。

番号 不-01 地目 田
地積 3,018

所在
地番 栄町字駕下1022番

見積価格
3,500,000円

公売保証金
400,000円

備
考

上記のうち、持分２分の１の公売となります。
農業委員会発行の買受適格証明が必要です（農用地区域外）。
上水道接続済（下水道未接続）です。
建物〔未登記の住家（空家）〕有り。

番号 不-02 地目 宅地・畑
地積 396.40

所在
地番

森津字稲葉536番他
2筆

見積価格
600,000円

公売保証金
100,000円

備
考

農業委員会発行の買受適格証明が必要です（農用地区域外）。
現況は雑種地です（資材置き場）。
上下水道共、接続されていません。
囲い線は大まかな場所を示したものであり境界ではありません。

番号 不-03 地目 田
地積 274

所在
地番 小島字細通811番2

見積価格
2,400,000円

公売保証金
300,000円

備
考

農業委員会発行の買受適格証明が必要です（農用地区域外）。
耕作地です（平成23年時点）。

番号 不-04 地目 田
地積 976

所在
地番

日高町鶴岡字二ツ橋
137番1

見積価格
4,600,000円

公売保証金
500,000円

備
考

農業委員会発行の買受適格証明が必要です（農用地区域内）。
耕作地です（平成23年時点）。

番号 不-05 地目 田
地積 1,199

所在
地番

日高町奈佐路字縄手
649番1

見積価格
1,300,000円

公売保証金
200,000円

備
考

農業委員会発行の買受適格証明が必要です（農用地区域外）。
更地の状態です（家屋は火災により焼失）。
上水道接続済（下水道未接続）です。

番号 不-06 地目 宅地・畑
地積 414.09

所在
地番

出石町寺坂字矢谷口
783番他3筆

見積価格
1,500,000円

公売保証金
200,000円

備
考

上下水道共、接続されていません。
水道敷設の際、水路を渡す工事が必要となります。

番号 不-07 地目 雑種地
地積 94

所在
地番 戸牧字細見757番3

見積価格
700,000円

公売保証金
100,000円

備
考

建物は平成17年築、延床面積は122.54㎡（公簿による）。
進入路部分の共有持分も公売対象に含みます。
上下水道接続済です。
居住者あり。

番号 不-08 地目 宅地･建物
地積 214.33

所在
地番

下陰字西町234番1
他1筆

見積価格
10,000,000円

公売保証金
1,000,000円



広報とよおか　2012.3.2511

備
考

建物は昭和61年築、延床面積は90.36㎡（公簿による）。 
上水道接続済（下水道未接続）です。
居住者なし。

番号 不-09 地目 宅地･建物
地積 132.25

所在
地番 下陰字西町257番7

見積価格
4,000,000円

公売保証金
400,000円

備
考

船を入水させるための斜路で、半分近くが水面下にあります。
造作には河川法上の許可が必要な場合があります。
囲い線は大まかな場所を示したものであり境界ではありません。

番号 不-10 地目 雑種地
地積 39

所在
地番

津居山字城戸455番
21

見積価格
90,000円

公売保証金
10,000円

備
考

未登記の建物（倉庫）があります。
上下水道共、接続されていません。
囲い線は大まかな場所を示したものであり境界ではありません。
使用者あり。

番号 不-11 地目 宅地･建物
地積 241.04

所在
地番

気比字羽子
4306･4307番

見積価格
5,500,000円

公売保証金
600,000円

備
考

作業所は平成17年築、床面積は66.39㎡（公簿による）。
他に未登記の建物（倉庫）があります。
上下水道共、接続されていません。
使用者あり。

番号 不-12 地目 宅地･作業所
地積 101.63

所在
地番

竹野町御又字長井谷
口94番8他1筆

見積価格
1,400,000円

公売保証金
200,000円

備
考

建物は平成9年築、延床面積は121.27㎡（公簿による）。
上水道接続済（下水道未接続）です。
居住者あり。

番号 不-13 地目 宅地･建物
地積 164.65

所在
地番

日高町祢布字石ヶ坪
780番1他2筆

見積価格
9,000,000円

公売保証金
900,000円

備
考

建物は昭和61年築、延床面積は123.97㎡（公簿による）。
土地は含みません。
上水道接続済（下水道未接続）です。
居住者あり。

番号 不-14 地目 建物
地積 ｜

所在
地番

日高町野々庄字西畠
230番地7

見積価格
2,800,000円

公売保証金
300,000円

＜注意事項＞
　①地積の単位は㎡です。あくまで公簿上に記載された面積であり、実測と異なる場合があ

ります。
　②各物件の中で、公売が中止になる場合があります。
　③耕作中の農地については、今年の収穫物は耕作者または前所有者に帰属します。
　④隣地との境界確定、使用者または占有者等に対する明渡し要求は、買受人が行うことに

なります。　
　⑤公売物件は市の所有財産ではありません。立ち入ることはできません。
　⑥市は物件の瑕

か

疵
し

担保責任を負いません。
　⑦所有権移転の際、登録免許税の納付が必要です。また、不動産取得税が課税され 

る場合があります。
　⑧その他不明な点や詳細は、問い合わせてください。

■公売期日　６月28日（木）

■入札会場　豊岡市民プラザ　市民活動室（大手町4-5 アイティ７階）

■受付時間　午後１時30分～２時30分
■開札時間　午後３時

《問合せ》税務課収税係☎23-1118公 売 の ご あ ん な い
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ま
た
、訓
練
内
容
も
、風
水
害
・

地
震
に
対
応
し
た
避
難
訓
練
や
救

出
救
護
訓
練
な
ど
バ
ラ
ン
ス
よ
く

実
施
で
き
る
よ
う
区
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

●
資
機
材
助
成
の
継
続

　

市
の
資
機
材
購
入
に
対
す
る
助

成
制
度
を
平
成
24
年
度
以
降
も
継

続
し
、
各
区
に
お
け
る
訓
練
の
実

施
と
資
機
材
の
備
蓄
を
促
進
し
ま

す
。

●
そ
の
他（
調
査
の
継
続
）

　

今
後
は
毎
年
調
査
を
実
施
し
、

自
主
防
災
組
織
の
実
態
把
握
に
努

め
、
市
の
災
害
対
策
の
指
標
と
し

ま
す
。

こ
れ
も
平
成
19
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
市
の
資
機

材
購
入
に
対
す
る
助
成
制

度
の
効
果
と
考
え
ら
れ
、

年
々
増
加
し
て
い
る
と
推

察
さ
れ
ま
す
。

●
自
主
防
災
組
織
の
結
成

な
ら
び
に
災
害
時
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
の
作
成
を
支
援

　

規
約
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
な

ど
を
作
成
し
て
い
な
い
区

に
対
し
て
、
作
成
促
進
の

た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
防
災
訓
練
の
実
施
を
支

援

　

各
区
に
出
向
き
実
施
し
て
い
る

出
前
講
座
で
は
、
訓
練
の
実
施
例

な
ど
を
紹
介
し
、
訓
練
の
実
施
率

を
高
め
て
い
き
ま
す
。

●
自
主
防
災
組
織
結
成
の
有
無

　

自
主
防
災
組
織
の
結
成
実
態
を

把
握
す
る
た
め
、「
規
約
の
作
成
」

を
自
主
防
災
組
織
結
成
の
条
件
と

し
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

全
3
5
7
区
の
う
ち
2
2
8
区

が
規
約
を
作
成
し
て
お
り
、
組
織

率
は
63
・
9
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、
主
に
自
治
会
や
町
内
会
な
ど
が
母
体
と

な
っ
て
、
地
域
住
民
が
自
主
的
に
連
帯
し
て
防
災
活
動
を
行
う
任
意

団
体
で
す
。
自
主
防
災
会
や
自
警
団
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
や
訓
練
実
施
率
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
、

昨
年
11
月
に
市
内
3
5
7
区
の
区
長
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で

実
態
調
査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
防
災
課
防
災
係
☎
23
－
1
1
1
1

▲自主防災組織による訓練の様子

自
主
防
災
組
織
実
態
調
査
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

規
約
の
作
成
率
は
、
平
成
19
年
度

調
査
の
45
・
2
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら

上
昇
し
て
お
り
、
組
織
結
成
が
進

ん
で
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

●
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
状
況

　

災
害
時
マ
ニ
ュ
ア
ル（
災
害
時

の
行
動
な
ど
を
具
体
的
に
定
め
た

も
の
）、
要
援
護
者
支
援
マ
ニ
ュ

ア
ル（
災
害
時
に
地
域
で
の
要
援

護
者
の
支
援
体
制
を
具
体
的
に
定

め
た
も
の
）の
作
成
に
つ
い
て
は
、

作
成
済
み
の
区
は
、
ど
ち
ら
も
25

パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
し
た
。
こ
れ

は
、
ど
の
よ
う
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
れ
ば
よ
い
の
か
イ
メ
ー
ジ
し
に

く
い
こ
と
な
ど
が
原
因
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

●
訓
練
の
実
施
状
況（
平
成
22
年
度
）

　

自
主
防
災
組
織
で
の
訓
練
実

施
率
は
、
38
・
9
パ
ー
セ
ン
ト

（
1
3
9
区
）で
し
た
。

●
防
災
資
機
材
の
整
備
状
況

　

防
災
資
機
材
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
全
区
の
半
数
を
超
え
る
1 

8 
1
区
が
整
備
し
て
い
ま
し
た
。

結
果
の
概
要

調
査
結
果
を
受
け
て
の

市
の
対
応

自主防災組織結成の有無

組織なし
36.1％

組織あり
63.9％

区独自の災害時マニュアル
作成状況

未作成
（未回答・未組織含む）

76.5％

作成済
23.5％

区独自災害時要援護者支援
マニュアル作成状況

未作成
（未回答・未組織含む）

83.8％

作成済
16.2％

平成 22年度各種防災訓練実施状況

未実施
（未回答・未組織含む）

61.1％

年１回以上
38.9％

（うち 2回以上 4.5％）
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N

S＝1/25,000

中陰地区
準工→1住

駅前地区
準工→商業

西本地区
2住→近商

戸牧地区
1住→1中高

九日市上町・中町・下町地区
準工→1住

妙楽寺地区
 1住→1中高
無指定→1住
1中高→無指定
1住→無指定

江本地区
準工→1中高

九日市上町地区
準工→1住

妙楽寺・九日市下町地区
準工→1住

塩津・九日市下町地区
準工→1住
1住→準工
準工→無指定
1住→無指定
近商→無指定

立野地区
1住→2住

宮島・西花園・小田井町地区
1住→無指定

下陰地区
準工→1住

用途地域（豊岡地域）の変更箇所図

用途地域（豊岡地域）を変更しました
　市では、土地利用の現況と動向を勘案し、良好な市街地形成と都市の健全かつ合理的な土地
利用の実現を推進させるため、２月28日付けで用途地域の変更を行いました。

《問合せ》都市整備課計画整備係☎23︲1712

〈凡例〉
種類 略名称

第二種低層住居専
用地域 ２低専

第一種中高層住居
専用地域 １中高

第一種住居地域 １住
第二種住居地域 ２住
近隣商業地域 近商
商業地域 商業
準工業地域 準工
工業地域 工業
工業専用地域 工専

地区名
変更前→変更後
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　７月９日、法改正により新たな在留管理制度がスタートし、「外
国人登録法」が廃止されます。
　また、同日付で外国人住民にも「住民基本台帳法」が適用され、
住民票を作成します。
《問合せ》市民課市民係☎21-9015または各総合支所市民福祉課

・適法に3カ月を越えて在留する資格を有し、住所が定まっている外国人に、住民票を作成します。
・日本人と外国人とで構成される世帯全員が記載された証明書（住民票の写しなど）が発行可能になります。
・他の市区町村へ異動する際には、外国人住民も日本人と同様に転出届をし、「転出証明書」を持って新たな
居住地で転入届をする必要があります。出国する際にも市区町村への届け出が必要です。
・外国人登録法が廃止され、中長期在留者には在留カードが交付されます。また、特別永住者には特別永
住者証明書が交付されます。

【在留カード】
　上陸許可や在留資格の変更許可、在留期間の更新許可などに
伴って入国管理局から在留カードが交付されます。永住者は制
度改正後３年以内（16歳未満の方は３年または16歳の誕生日の
いずれか早い日まで）に入国管理局へ在留カードの交付申請を
してください。
　在留カードの交付対象者で氏名、生年月日、性別、国籍、地
域を変更したときは、入国管理局に届け出をしてください。ま
た、在留資格・在留期間変更についての市区町村への届け出は
必要なくなります。
　住所地の登録・変更は、市区町村に届け出てください。

主な変更内容

【特別永住者証明書】
　外国人登録証明書の次回確認

（切替）申請期間が到来するまで
（７月９日から３年以内に確認期
間が到来する方は、平成27年７月
８日まで）に市役所で特別永住者
証明書の交付申請を行ってくださ
い。
　特別永住者で氏名や居住地など
を変更したときの手続きは、全て
市区町村窓口になります。

5月7日（月）以降に仮住民票を送ります
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第33回 兵庫神鍋高原マラソン全国大会の
参加者を募集します

兵庫神鍋高原マラソン全国大会のボランティアスタッフも募集!
　神鍋マラソンは全国大会という名前のとおり
全国各地からランナーが集まります。走るのは
難しいけど…という方、スタッフとして大会に
参加してみませんか?笑顔でランナーを歓迎し、
素晴らしい思い出を持ち帰っていただきましょ
う。具体的にやってみたいことがある方は、提
案してください。決まっていない方は、事務局
から役割を提案させていただきます。
　夏の屋外での活動になりますので健康には十

分留意の上、参加してくだ
さい。
※健康ポイント制度対象事

業（500ポイント）
◇募集期限　６月29日（金）

《申込み・問合せ》兵庫神鍋
高原マラソン全国大会事
務局（スポーツ振興課内）
☎21-9023 

▲ボランティアスタッフによる
ニジマスのサービス

　今年も夏の一大イベント、神鍋マラソンを開催します。
　家族で楽しめる多彩なイベントも予定しています。夏休み最
後の日曜日を神鍋高原でお過ごしください。
　募集開始は４月２日からで、定員は先着5,000人としていま
す。早めに申し込みください。

《申込み・問合せ》兵庫神鍋高原マラソン全国大会事務局
　　　　　　 （スポーツ振興課内）☎21-9023　FAX24-4669

8月26日（日）号砲!

▲地元中学生も給水のお手伝い

◇と　　き　８月26日（日）
◇と　こ　ろ　県立但馬ドーム（発着）

◇コ　ー　ス　神鍋
　高原周回コース
◇競技種目　５km・

10km・ハーフ
マラソン・ファ
ミリージョギン
グ（２km）

※個人の部以外に
団体の部（１団
体 ５ 人 以 上 ８
人以下）を実施

します。団体の部はチーム全員が同じ種目を走り、
上位５人の合計タイムで競います（ファミリージョ
ギングを除く）。
※スタート時間・ファミリー…午前８時20分
　　　　　　　・ハーフ………午前８時30分
　　　　　　　・５km  ………午前８時45分
　　　　　　　・10km  ………午前８時55分
◇参加資格
・ファミリー…年齢制限なし
※ただし、１グループ２人以上５人以下。小学生

未満は保護者同伴で参加してください。
・ハーフ…高校生以上で、２時間30分以内に完走
　　　　　できる方
・５km…小学生以上で、45分以内に完走できる方
・10km…中学生以上で、１時間20分以内に完走で
　　　　 きる方
◇参　加　料
・ファミリージョギング…3,500円（１グループにつ

き） ▲玄さん、はばタンもバンザ〜イ！！

・ハーフマラソン・５km・10km…3,500円（１人に
つき）

◇募集定員　上記４種目合計5,000人（先着順）
※定員に達した場合は、市ホームページでお知らせ

し、その時点で受け付けを終了します。以降の
申込者には、支払われた参加料から返金に要す
る手数料（500円）を差し引いた金額を申込期間終
了後に普通為替または定額小為替で返金します。

◇申込方法　所定の申込用紙に記入の上、参加
料を添えてスポーツ振興課または郵便局で申し込
みください（申込用紙を希望の方には送付します）。

　また、インターネット・携帯電話からは次のア
ドレスに接続し、申し込んでください。

・大会エントリーサイト　http://runnet.jp/
　（別途、エントリー手数料200円が必要です）
◇申込期限
・郵便振替・現金書留　５月18日（金）当日消印有効
・インターネット　　　６月20日（水）
※ただし、定員になり次第、受け付けを終了します。

▲但馬ドーム周辺の様子
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平成24年度 コウノトリＫ
キ ッ ズ

ＩＤＳクラブメンバー募集！

《申込み・問合せ》コウノトリ共生課
　　　　　　　　  ☎21-9017

「ラムサール湿地を学ぼう」

クラブ活動の様子

こんなことも…

申込み
平成24年度活動予定

４月 ６月

７月

８月 10、11月

６月
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食で健康づくりを応援④【最終回】

次世代へ伝えよう！ふるさとの味
“とよおかこころの元気あっぷフェスタ２０１１”の栄養コーナーで紹介した郷土料理と
食育コラムを４回シリーズでお伝えします。          《問合せ》健康増進課☎24-1127

◎ ジンバのハンバーグ

作り方
①豆腐はキッチンタオルで包み、重

しをして水気を抜く。
②玉ネギ、ジンバはみじん切りにし

て、フライパンで炒め、その中に
鶏ひき肉を入れ、軽く炒める。

③ボールに、①と②、卵、かたくり
粉を入れ、塩・こしょうで味付けを
してよくこねる。

④８等分にして、フライパンで油を熱
し、両面を焼く。

⑤ハンバーグを器に盛り、大根おろ
しにしょうゆまたはポン酢をかける。

笑顔あふれる健康マイレージ

健康ポイント制度
２週間以上続く不眠はうつのサイン

かもしれません。

材料（４人分）
木綿豆腐　　１丁（400ｇ程度）
ジンバ　　　40ｇ
鶏ひき肉　　200ｇ
卵　　　　　１個
玉ネギ　　　１/２個
かたくり粉　小さじ1.5
塩・こしょう 　各少々
油　　　　　少々
大根おろし　適量
しょうゆ（ポン酢）小さじ２

⇒申込みはお済みですか？

参加者申込み受付中！
こころの病気は誰でもかかる可能性があります。
自分１人で悩まず、まずは相談してみませんか？

「眠れていますか？」

海の幸「ジンバ」を利用して
地域特有の料理を作ってみましょう！

次世代に伝えたい・旬の食材を使った“こころほっこりメニュー”
協力：豊岡市いずみ会

　共食とは・・・
　あまり聞き慣れない言葉ですが、｢共に楽しく食事をする｣
｢家族みんなで食事をする｣という意味です。

健康増進課　健康相談専用電話：22-7700

「共
きょう

食
しょく

」〜家族そろって楽しく食事をしましょう〜

　平成22年度、市内在住の３歳児（691人）を対象に行った朝
食アンケートの中の「朝食を誰と一緒に食べますか」の質問に対
し、子どもだけ（兄弟姉妹を含む）で食事をする割合が20.7％
と約５人に１人であることが分かりました。

　近年、生活様式の変化などにより共食の機会が減少しつつあ
ります。家族と食卓を囲んで、家族のこと、食べ物のこと、食
事マナーのことなどを楽しく語らいながら、食事をしましょう！

「朝食を誰と一緒に食べますか」

1 人で 5.1％
無回答・不明
1.9％

兄弟姉妹と
15.6％

母親と
46.9％

父親と
3.0％

両親と
7.7％

祖母・祖父と
3.3％

家族全員と
16.2％

その他
0.3％
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やってみよう！感じてみよう！歩キング！

　市では、歩くことによる健康づくりを「歩キング」と名付け、推進しています。歩キングに関連した健康
情報や取組みをこの１年間12回シリーズでお届けしてきました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　《問合せ》健康増進課☎24-1127

歩
ある

キングで健康づくり！⑫［最終回］

～歩キング連載最終号〔１年間のまとめ・振り返り〕～

毎週火曜日は
歩キングデー

コーちゃん
豊岡市マスコット

オーちゃん
豊岡市マスコット

玄さん豊岡市マスコット

１年間、歩キングの記事を連載してきたぞ！
○×クイズで、１年間の内容を振り返ってみよう。

問３：平坦な道を歩くだけで足
の筋肉を鍛えることができる。
回答：×
　階段や坂道を歩けば、短い時間であっ
ても足の筋肉を効率よく鍛えることがで
きることが分かっています。
　また、歩キングの途中で10歩から20歩
程度、大また歩きや、早歩き(速歩)を意
識して行うことも効果的です。

問５：日常生活の｢ながら運動｣を意
識して行うと歩キングと同じ効
果が期待できる。

回答：○
　①　室内で、その場での足踏みや、椅

子に座っての足踏みも良い。しっ
かり腕を振ろう。

　②　自宅の階段の上り下り、勤務先・
買物先でも意識して階段を使おう。

　③　掃除、風呂掃除、ごみ出しなどの
家事もいつもよりこまめに、素早
く大きく動こう。

問１：歩キングデーは木曜日である。
（ヒント：右下にあり）

回答：×　
　｢火｣という字が、人の歩く姿に
似ていることから、毎週火曜日を
「歩キングデー」と設定しました。
車等での移動が多い場合は、週１
回の歩キングデーを意識しましょう。

問４：「歩キング｣は『からだ』だけでなく、
　　『こころ』にも良い影響がある。
回答：○
　① 外の空気に触れ、身体を動かすこ

とで気分転換になり、リラックス
効果抜群。

　②　ストレスで生じた自律神経系の乱
れを元に戻す効果があり、ストレ
ス解消。

　③　脳の血流も良くなって、脳が活性
化し、若返りの効果あり。

　④　歩く前後のストレッチと歩キング
の習慣で、夜の熟睡感が得られや
すくなる。

問２：連続して歩かないと
効果がない。

回答：×
　続けて30分歩くのと、何回かに分け
て合計30分歩いた時の効果は全く同じ
ということが分かりました。歩くこと
は｢足し算｣です。｢時間がない｣という方
も、合間をみて小まめに歩いてみませ
んか？
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※
第
1
期
の
納
期
が
例
年
よ
り
1

カ
月
遅
く
な
り
ま
す

▽
日
時

平
成
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年
度「
固
定
資
産
税
」の
お
知
ら
せ

▽
場
所

▽
縦
覧
で
き
る
方

▽
縦
覧
帳
簿
記
載
事
項

▽
持
ち
物

▽
縦
覧
手
数
料

▽
そ
の
他

《
問
合
せ
》
税
務
課
資
産
税
係

　

☎
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9
0
4
6
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課

固
定
資
産
の
価
格
等
の
縦
覧

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

⑥
認
知
症
で
困
っ
た
と
き
の
相
談
窓
口
【
最
終
回
】

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、高
齢
者
の
総
合
相
談
の
窓
口
で
す
。

医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
、気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
主
任
介
護
支
援
専
門
員
、社
会
福
祉
士
、保
健
師
ま
た

は
地
域
で
経
験
の
あ
る
看
護
師
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か
し

て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。業
務
の
一
つ
と
し
て
、認
知
症
に
関
す
る

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
に
関
す
る
記
事
を
2
ヵ
月
に
1
回
、6
回
シ
リ
ー
ズ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

 

《
問
合
せ
》高
年
福
祉
課
豊
岡
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

2
4
0
9

〈〈介護を支える施設・窓口〉〉

〈〈各地域包括支援センターの問合せ〉〉
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間
中
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手
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時
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在
学
証
明
書
、
ま
た
は
学
生
証

（
両
面
）の
写
し

・
年
金
手
帳
ま
た
は
国
民
年
金
被

保
険
者
資
格
取
得
届

・
印
鑑

※
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
制
度
を

利
用
す
る
方
で
、
平
成
24
年
度

の
学
生
納
付
特
例
申
請
書（
は

が
き
）が
届
い
た
方
は
、
4
月

中
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

4
月
中
旬
に
な
っ
て
も
申
請

書
が
届
か
な
い
場
合
や
、
学
校

を
変
更
し
た
方
な
ど
は
、
申
請

に
必
要
な
も
の
を
持
参
の
上
、

窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
国
民
年
金
保
険
料

が
決
定

学
生
で
保
険
料
納
付
が
困
難
な

方
へ

〈前納保険料表〉

納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分

現金支払（月々） 14,980円 89,880円 179,760円

現金支払（前納）
クレジット納付（前納）

【割引額】
89,150円
【730円】

176,570円
【3,190円】

口座振替（前納）
【割引額】

14,930円
【50円】

88,860円
【1,020円】

175,990円
【3,770円】

〈免除後の保険料表〉
区分 種類 保険料

全額免除 全額免除 0円

一部免除

４分の３免除 3,750円

半額免除 7,490円

４分の１免除 11,240円

※免除申請は随時受け付けていますが、所得など
の審査要件や免除対象期間があります。

〈承認期間と受付期間〉

申請年度 承認期間 受付期間

平成23年度 平成23年４月１日
　〜平成24年3月31日 平成24年５月１日まで

平成24年度 平成24年４月１日
　〜平成25年3月31日

平成24年４月１日
　〜平成25年４月30日
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越
冬
が
始
ま
り
、隊
長
か
ら「
自

分
の
仕
事
は
責
任
を
持
っ
て
や
り

遂
げ
る
こ
と
、
何
が
あ
っ
て
も
人

の
せ
い
に
し
な
い
こ
と
、
細
か
い

こ
と
を
気
に
せ
ず
隊
員
同
士
仲

良
く
す
る
こ
と
」と
訓
示
を
受
け
、

助
け
合
い
な
が
ら
越
冬
を
成
功
さ

せ
よ
う
と
気
持
ち
を
新
た
に
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
環
境
保
全
部
門
は
、

医
療
・
機
械
・
Lラ

ン
A
N
担
当
隊
員

の
応
援
を
受
け
な
が
ら
、
来
年
持

ち
帰
る
た
め
の
廃
棄
物
整
理
を
進

め
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
私
も
他

の
部
門
を
応
援
し
な
が
ら
、
急

ピ
ッ
チ
で
今
し
か
で
き
な
い
作
業

を
し
て
い
ま
す
。

　

お
互
い
楽
し
く
生
活
す
る
た
め
、

基
地
内
で
い
ろ
い
ろ
な
係
に
就
き

ま
す
。
私
は
第
2
居
住
棟
の
村
長

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
週
に
一
度
、

五ご

三み

賣う
り

新
聞（
門
外
不
出
の
昭
和

新
聞
）の
編
集
係
が
回
っ
て
く
る

の
で
ネ
タ
探
し
に
苦
労
し
て
い

ま
す
。
食
器
片
付
け
係
、
農
協
係
、

「
み
や
ぢ
」南
極
へ
行
く
③
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

バ
ー
係
な
ど
、
こ
れ
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
係
が
回
っ
て
き
そ
う
で
す
。

　

先
日
ス
ポ
ー
ツ
係
主
催
の
居
住

棟
対
抗
第
1
回
球
技
大
会（
雪
上

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）が
あ
り
、
見
事

勝
利
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
楽
し
み
な
が
ら
も
、

一
人
一
人
が
日
本
を
代
表
し
て
来

た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

活
動
し
ま
す
。
一
つ
間
違
え
ば
命

に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
、
気
を
引

き
締
め
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
ブ
ロ
グ「
植
村
直
己

冒
険
館
職
員
南
極
へ
行
く
」で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

http://blog.ap.teacup.

　
　

com
/boukenkan/

と
、
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
太
陽
電
池
を

設
置
す
る
と
、
電
気
の
使
用
状
況

を
モ
ニ
タ
ー
で
確
認
す
る
よ
う
に

な
り
、
家
族
の
節
電
意
識
が
向
上

し
ま
す
。

—

設
置
費
用
は
？

　

市
内
業
者
が
当
社
の
太
陽
電
池

3
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
設
置
し
、
国
・

豊
岡
市
の
補
助
金
を
受
け
た
場
合
、

新
築
住
宅
な
ら
平
均
1
5
0
万
円
、

既
存
住
宅
な
ら
平
均
1
3
0
万
円

に
な
り
ま
す（
補
助
金
は
先
着
順
。

新
築
住
宅
で
は
瓦
の
設
置
コ
ス
ト

が
不
要
）。

—
何
年
で
元
が
と
れ
ま
す
か
？

　

豊
岡
で
は
冬
の
日
照
時
間
が
短

い
の
で
、
年
間
の
発
電
量
は
阪
神

間
と
比
べ
約
1
割
少
な
い
で
す
が
、

11
〜
13
年
で
設
置
費
用
を
回
収
で

き
る
と
試
算
し
て
い
ま
す（
日
射

量
、
設
置
規
模
等
に
よ
る
）。

—

カ
ネ
カ
の
太
陽
電
池
の
特
徴
は
？

　

太
陽
電
池
は
表
面
が
高
温
に
な

る
と
発
電
効
率
が
下
が
る
傾
向
に

—

な
ぜ
豊
岡
に
工
場
を
？

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
と
い
う
、

自
然
界
で
一
度
絶
滅
し
た
野
生
動

物
を
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
人
里
に
帰
す
取
組
み
に
感
銘
を

受
け
、
環
境
へ
の
志
が
高
い
豊
岡

市
で
環
境
に
貢
献
す
る
太
陽
電
池

を
製
造
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

—

工
場
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
？

　

当
初
は
年
産
20
メ
ガ
ワ
ッ
ト

で
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は
年
産

1
5
0
メ
ガ
ワ
ッ
ト（
一
般
家
庭

5
万
戸
分
）に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
働
く
人
も
3
1
0
人
に

増
え
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
2
5
0

人
は
豊
岡
市
在
住
で
す
。

—

太
陽
電
池
と
環
境
の
関
係
は
？

　

太
陽
光
発
電
は
、
発
電
時
に

二
酸
化
炭

素
が
発
生

し
ま
せ
ん
。

火
力
発
電

が
太
陽
光

発
電
に
置

き
換
わ
る

　
﹁
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
﹂。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

︽
問
合
せ
︾経
済
課
経
済
係
☎
23
－
4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！
⑰

カ
ネ
カ
ソ
ー
ラ
ー
テ
ッ
ク
株
式
会
社

太
陽
電
池
の
製
造

企業紹介

あ
り
ま
す
が
、
当
社
の
製
品
は
発

電
効
率
が
あ
ま
り
下
が
ら
な
い
の

で
、
電
気
消
費
量
が
多
い
夏
場
の

発
電
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

瓦
と
同
様
の
き
れ
い
な
色
合
い
で

す
し
、
日
陰
の
影
響
も
受
け
に
く

い
で
す
。

—

屋
根
か
ら
雪
が
滑
り
落
ち
て
、

　

危
な
い
と
聞
き
ま
し
た
が
？

　

当
社
の

瓦
一
体
型

太
陽
電
池

に
は
、
雪

止
め
が
付

け
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、

既
存
住
宅
に
設
置
す
る
場
合
で
も
、

地
元
業
者
の
施
工
な
の
で
、
屋
根

の
雪
止
め
瓦
を
生
か
す
よ
う
に
施

工
で
き
ま
す
。

—

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
？

　

当
社
に
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、

市
内
の
設
置
業
者
を
紹
介
し
ま
す
。

—

今
後
の
展
開
は
？

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
換
効
率
を
さ

ら
に
高
め
、
安
く
て
信
頼
で
き
る

太
陽
電
池
を
作
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.kst.kaneka.co.jp

▲持ち帰るために数年前のド
ラム缶をプレス

▲発電量のモニター

　

平
成
23
年
12
月
23
日
、﹁
み
や
ぢ
﹂こ
と
宮
下
泰
尚
隊
員︵
豊
岡
市
職

員
︶が﹁
第
53
次
南
極
地
域
観
測
隊
越
冬
隊
員
﹂と
し
て
南
極
昭
和
基

地
に
立
ち
ま
し
た
。
豊
岡
市
民
に
と
っ
て
、
豊
岡
に
い
な
が
ら
世
界

に
つ
な
が
る
と
い
う
新
し
い
夢
の
始
ま
り
で
す
。
世
界
に
飛
び
出
し

た
宮
下
隊
員
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

︽
問
合
せ
︾
植
村
直
己
冒
険
館
☎
44
－
1
5
1
5

▲瓦一体型太陽電池



〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

大
庄
屋
を
務
め
た
旧
家
で
あ
る

旧
中
和
家
住
宅（
出
石
町
三
木
）の

動
産
お
よ
び
不
動
産
を
市
に
無
償

譲
渡
す
る
申
し
出
を
受
け
、
3
月

2
日
、
所
有
者
の
鈴
木
直
子
さ
ん

（
大
阪
市
）か
ら
中
貝
市
長
へ
目
録

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
を
受
け
た
の
は
、
江
戸
時

代
に
築
造
さ
れ
た
母
屋
、
市
指
定

名
勝
に
な
っ
て
い
る
池ち

泉せ
ん

鑑
賞
式

庭
園
な
ど
の
土
地
･
建
物
で
す
。

　

ま
た
、
代
々
の
当
主
が
大
切
に

保
管
し
て
い
た
所
蔵
品
56
点
、
書

籍
1
3
3
冊
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
中
に
は
、
出
石
藩
主
か
ら
の

拝
領
品
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

〜
歴
史
を
今
に
と
ど
め
る
地
域
財
産
〜

旧
中
和
家
住
宅
の
無
償
譲
受

　

県
と
市
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を

シ
ン
ボ
ル
と
す
る
環
境
教
育
と
コ

ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
を
介
し
て
、

急
激
に
悪
化
す
る
中
国
上
海
都
市

圏
周
辺
の
農
村
環
境
の
改
善
に
向

け
た
国
際
貢
献
事
業
を
平
成
22
年

度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
食
と
農
の
研

究
所（
神
戸
市
）を
事
業
実
施
機
関

と
し
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
全
面
的
支
援

に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
2
月

27
日
か
ら
28
日
ま
で
、
同
事
業
の

対
象
地
域
で
あ
る
中
国
浙せ

っ

江こ
う

省し
ょ
う

慈じ

渓け
い

市し

庵あ
ん

東と
ん

鎮ち
ん

か
ら
、
6
人
の
研
修

団
が
来
訪
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
来
訪
目
的
は

①
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
研
究
拠
点
や
生

息
保
全
の
現
地
を
視
察
し
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
事
業
の
取

組
み
を
知
る
。

②
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
取
組

み
や
関
係
者
の
考
え
方
を
知
り
、

現
場
を
見
る
。

③
本
市
の
環
境
教
育
の
取
組
み
や

考
え
方
を
学
ぶ
。

④
庵
東
鎮
の
小
学
校
で
の
環
境
教

育
実
施
に
向
け
、
副
読
本
な
ど

の
検
討
を
行
う
。

な
ど
で
、
環
境
教
育
班
と
農
業
班

に
分
か
れ
て
研
修
し
ま
し
た
。
環

境
教
育
班
は
三
江
小
学
校
で
研
修

し
、
農
業
班
は
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
や
農

家
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
28
日
午
後
は
、
本
市
の

農
業
関
係
者
も
交
え
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
質
疑
応

答
も
活
発
で
、
実
践
に
向
け
て
、

実
り
あ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

〜
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
結
ぶ
環
境
協
力
〜

Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業
・
中
国
研
修
団
来
訪

　

総
合
健
康
ゾ
ー
ン（
ウ
ェ
ル
ス

ト
ー
ク
豊
岡
、
市
健
康
福
祉
部
）

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
、
平

成
20
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
い

た
市
道「
立
野
大
磯
線
」（
他
2
路

線
）が
全
線
開
通（
延
長
6
1
0
メ

ー
ト
ル
）し
、
3
月
１
日
午
前
９

時
に
供
用
開
始
し
ま
し
た
。

  

こ
れ
で
、
市
民
会
館
や
じ
ば
さ

ん
但
馬
、
総
合
体
育
館
方
面
か
ら

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

 

〜
健
康
･
福
祉
の
向
上
に
貢
献
〜

市
道「
立
野
大
磯
線
」が
全
線
開
通

▲開通した立野大磯線・周辺図

【
２
月
】

24
日
・「
悪
質
な
訪
問
販
売
お
断

り
シ
ー
ル
」配
布

25
日
・
豊
岡
市
運
動
遊
び
事
業　

事
業
効
果
の
検
証　

研
究

報
告
会

　
　

・
兵
庫
県
但
馬
･
京
都
府
北

部
合
同
企
業
説
明
会（
神

戸
市
）

26
日
・
第
4
回
防
災
学
習
会

27
日
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協

力
事
業「
環
境
教
育
及
び

環
境
創
造
型
農
業
普
及
事

業
」中
国
研
修
団
来
訪

【
3
月
】

1
日
・
立
野
大
磯
線
全
線
開
通

　
　

・
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
･
コ
ー
プ
こ
う

べ
と
協
定
締
結

　
　

・
第
2
次
豊
岡
市
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
策
定

2
日
・
市
議
会
定
例
会
開
会（
〜

28
日
）

　
　

・
旧
中
和
家
住
宅
の
無
償
譲

受

5
日
・
豊
岡
市
全
域
の
豪
雪
災
害

警
戒
本
部
廃
止

11
日
・
東
日
本
大
震
災
１
周
年
黙

と
う
･
半
旗
掲
揚

17
日
・
豊
岡
駅
前
広
場
竣
工
式

▲目録を贈呈する鈴木直子さん
（中央）と鈴木美佐乃さん（左）

▲三江小学校での研修
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大
雪
で
し
た
。
私
も
雪
か
き

に
追
わ
れ
ま
し
た
。
歩
数
計
は
1

回
に
軽
く
6
千
歩
を
超
え
ま
し
た
。

地
域
で
の
助
け
合
い
、
支
え
合
い

に
は
、
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。

　

1
月
下
旬
。
朝
6
時
過
ぎ
に
除

雪
車
が
わ
が
家
の
前
を
通
り
か
か

り
ま
し
た
。
市
が
委
託
し
て
い
る

建
設
業
の
方
で
し
た
。
運
転
席
に

向
か
っ
て「
ご
苦
労
様
で
す
」と
声

を
掛
け
る
と
、
運
転
席
か
ら
驚
い

た
よ
う
な
顔
と
声
が
返
っ
て
き
ま

し
た
。「
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
た
の
、

初
め
て
だ
。
い
つ
も
文
句
ば
か
り

言
わ
れ
て
い
る
」

　

ぎ
ょ
っ
と
し
た
よ
う
な
そ
の
顔

が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
は
、
考

え
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

確
か
に
、
連
日
の
雪
で
み
ん
な

へ
と
へ
と
で
す
。
除
雪
に
来
る
の

が
遅
い
。
除
雪
車
が
ど
け
た
雪
が

玄
関
の
前
を
ふ
さ
い
で
し
ま
う
。

が
た
が
た
の
道
は
大
渋
滞
だ
。
仕

事
に
な
ら
な
い
。
腹
が
立
つ
。

　

な
る
ほ
ど
、
そ
の
と
お
り
で
す
。

で
も
、
と
私
は
思
う
の
で
す
。
雪

は
豊
岡
の
宿
命
で
す
。
そ
の
、
雪

と
い
う
私
た
ち
に
共
通
の
困
難
に

不
眠
不
休
で
立
ち
向
か
っ
て
く
れ

て
い
る
人
を
見
か
け
た
と
き
、
人

と
し
て
ま
ず
掛
け
る
べ
き
言
葉
は
、

「
あ
り
が
と
う
」や「
ご
苦
労
様
」な

の
で
は
な
い
か
、
と
。

　

除
雪
す
る
道
路
延
長
は
、
豊
岡

市
が
担
当
し
て
い
る
だ
け
で
も
約

7
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

豊
岡
か
ら
岩
手
県
花
巻
市
！
ま
で

の
直
線
距
離
に
相
当
し
ま
す
。
そ

の
距
離
を
、1
6
7
台
の
除
雪
車

が
朝
4
時
に
出
動
し
て
午
前
8
時

ま
で
に
一
通
り
終
え
ま
す
。
降
り

続
け
る
と
、
再
び
出
動
し
、
圧
雪

の
除
去
が
夜
中
ま
で
続
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
朝
4
時

に
出
動
で
す
。
例
年
の
市
の
除
雪

費
は
1
〜
2
億
円
で
す
が
、
今
年

は
5
億
6
千
万
円
に
予
算
を
増
額

し
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
市
役
所
に
1
通
の
手

紙
が
届
き
ま
し
た
。
千
円
札
が
1

枚
、
同
封
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
今

年
は
雪
が
大
変
で
し
ょ
う
。
せ
め

て
も
の
気
持
ち
で
す
」

　

プ
ロ
と
し
て
、
市
民
生
活
を
支

え
る
仕
事
に
手
抜
き
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
が
、
人
は
怒
鳴
ら
れ
る
よ

り
、「
あ
り
が
と
う
」と
言
わ
れ
る

ほ
う
が
、「
よ
し
、
も
っ
と
頑
張
ろ

う
」と
き
っ
と
思
う
は
ず
で
す
。

　

市
で
は
、平
成
19
年
度
か
ら「
幼

児
期
に
お
け
る
運
動
遊
び
事
業
」

を
積
極
的
に
推
進
･
展
開
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
度
か
ら

は
、
3
カ
年
計
画
で
運
動
遊
び
に

係
る
事
業
効
果
の
検
証
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

2
月
25
日
、
同
事
業
の
研
究
報

告
会
を
開
催
し
、
市
内
学
校
園
教

職
員
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。　

　

当
日
は
、（
財
）明
治
安
田
厚
生

事
業
団
体
力
医
学
研
究
所
研
究
員

の
柳
澤
弘
樹
さ
ん
が
、「
脳
を
上
手

に
使
え
る
よ
う
に
！
現
代
っ
子
の

学
力
、
体
力
の
向
上
に
有
効
な
取

組
み
〜
豊
岡
市
運
動
遊
び
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
〜
」と
題
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
本
市
の
事
業
効
果
の
検
証
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

報
告
で
は
、
注
意
･
集
中
力
を

必
要
と
す
る
ビ
ー
ズ
通
し
を
行
っ

て
い
る
際
、
脳
の
活
動
を
測
定
す

る
と
、
運
動
遊
び
前
よ
り
も
運
動

遊
び
を
行
っ
た
後
の
方
が
脳
の
前

頭
前
野
の
血
流
が
増
加
し
、
通
し

た
ビ
ー
ズ
数
も
増
加
し
た
と
い
う

効
果
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
虐
待
や
孤

立
な
ど
を
防
止
し
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
地
域
や
社
会
福

祉
協
議
会
、
生
活
関
連
事
業
者
な

ど
の
協
力
を
得
て
、
平
成
23
年
10

月
か
ら「
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
」を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
新
た
に「
生
活
協
同
組
合

コ
ー
プ
こ
う
べ
」に
協
力
を
お
願

い
し
、
3
月
1
日
、
同
組
合
協
同

購
入
セ
ン
タ
ー
但
馬（
養
父
市
）で

協
定
書
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
同
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
に
協
力
す
る
機
関
･

事
業
者
な
ど
は
2
3
0
に
な
り
、

介
護
保
険
事
業
者
の
ほ
か
、
地
域

活
動
組
織
、
医
療
機
関
、
配
食
事

業
者
、
新
聞
・
飲
料
販
売
店
や
金

融
機
関
な
ど
、
多
く
の
協
力
を
得

〜
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
が
高
齢
者
を
サ
ポ
ー
ト
〜

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
係
る
協
定
を
締
結

〜
運
動
好
き
な
子
ど
も
は
心
も
育
つ
〜

豊
岡
市
運
動
遊
び
事
業　

事
業
効
果
の
検
証　

研
究
報
告
会
開
催

て
、
高
齢
者
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
検
証
に
よ
り
、
運
動
が
人

の
注
意
･
集
中
力
を
高
め
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
た
め
、
市
で
は
、
今

後
も
運
動
遊
び
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
就
学
後
に
お
い
て
も

運
動
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。▲柳澤弘樹さんの報告

▲協定を締結したコープこうべ第
６地区本部長の尼子忠敬さん
（右）と市高年福祉課長

雪
と
の
闘
い

53
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城
崎
リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

よ
か
っ
た

い
い
本
が
見
つ
か
っ
た
よ

城 崎城 崎

森
本
へ
き
地
保
育
園　

桃
の
節
句

み
ん
な
が
元
気
に

育
つ
こ
と
を
願
っ
て

竹 野竹 野

第
21
回
と
よ
お
か
津
居
山
港
か
に
ま
つ
り

冬
の
味
覚
の
王
者「
津
居
山
か
に
」

海
と
自
然
の
恵
み
に
感
謝
‼

豊 岡豊 岡

▲廊下にずらりと並ぶリサイクルブック

　

2
月
26
日
、
第
21
回
と
よ
お
か
津
居
山
港
か
に
ま

つ
り（
同
実
行
委
員
会
主
催
）が
、
津
居
山
港
小お

島し
ま

岸

壁
特
設
会
場（
小
島
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、多
く
の
観
光
客
ら
が
カ
ニ
雑
炊
や
カ
ニ
汁
、

甲
羅
酒
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
店
頭
価
格
よ
り
割

安
な
鮮
魚
セ
ッ
ト
な
ど
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

素
人
新
鮮
う
ま
い
も
の
競せ

り
市
で
は
、
参
加
者
が

津
居
山
か
に
な
ど
を
格
安
で
競
り
落
と
す
た
び
に
、

大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
津
居
山
か
に
２

杯
を
3
9
0
0
円
で
競
り
落
と
し
た
古こ

賀が

野の　

洋ひ
ろ
し

さ

ん（
福
岡
市
）は
、「
去
年
テ
レ
ビ
で
見
て
参
加
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
に
し
て
食
べ
よ

う
と
思
い
ま
す
」と
満
足
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

3
月
11
日
、
図
書
館
城
崎
分
館
で
、
不
要
に
な
っ

た
本
を
希
望
者
に
譲
る「
城
崎
リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ッ
ク

フ
ェ
ア
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
分
館
か
ら
は
桃
島
池
や
山
、
線
路
を
走
る
電
車

の
眺
望
が
開
け
、
美
し
い
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
ゆ

っ
く
り
読
書
が
で
き
ま
す
。

　

当
日
一
番
乗
り
の
伊
東
果か

矛な

さ
ん（
城
崎
小
3
年
）

は「
楽
し
い
本
が
あ
る
と
い
い
な
」と
言
い
な
が
ら
、

早
々
に
好
み
の
絵
本
を
探
し
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、

母
子
で
来
て
い
た
勢せ

い

溜だ
ま
る

修し
ゅ
う

子こ

さ
ん（
城
崎
町
湯
島
）は

「
子
ど
も
は
図
書
館
を
家う

ち

の
本
棚
の
よ
う
に
思
っ
て

い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
来
館
者
は
そ
れ
ぞ

れ
お
気
に
入
り
の
本
を
見
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

3
月
1
日
、
森
本
へ
き
地
保
育
園（
竹
野
町
森
本
）

で
、
桃
の
節
句
の
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

保
育
室
に
飾
ら
れ
て
い
る
お
内
裏
さ
ま
と
お
ひ
な

さ
ま
は
、園
児
が
手
作
り
し
た
も
の
で
、個
性
豊
か
な

も
の
ば
か
り
で
す
。園
児
た
ち
は「
私
は
笑
っ
た
顔
の

お
ひ
な
さ
ま
を
作
っ
た
よ
」「
お
内
裏
さ
ま
は
格
好
良

く
作
っ
た
よ
」な
ど
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

先
生
か
ら
ひ
な
祭
り
の
由
来
を
聞
い
た
後
、
み
ん

な
で
歌
う「
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」の
歌
声
が
園
内

に
響
い
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
、
仲
良
く
ひ
な
あ
ら

れ
を
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

　

宇
野
詩
織
ち
ゃ
ん（
4
歳
）は「
と
て
も
楽
し
か
っ

た
」と
少
し
照
れ
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲津居山かにや鮮魚の品定めをする観光客ら。中には
15杯の若松葉ガニを買い求める観光客の姿も…

▲元気いっぱい歌う園児ら
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ぴ
か
り
ん
と
あ
そ
ぼ
う
イ
ンin
Ｔた

ん

と

う

Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｏ

心
も
体
も
ぽ
っ
か
ぽ
か

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲会場に詰め掛けた応援団の｢１、２、３…｣の掛け声に
合わせて跳ぶ参加者たち

　

2
月
26
日
、
日
高
文
化
体
育
館（
日
高
町
祢に

ょ
う布

）で

大
縄
と
び
大
会（
日
高
地
区
区
長
会
･
公
民
館
共
催
）

が
開
催
さ
れ
、
約
3
0
0
人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
区
代
表
13
チ
ー
ム
と
フ
リ
ー
構
成
の

3
チ
ー
ム
が
参
加
。
2
分
間
に
跳
ん
だ
回
数
と
人
数

で
ポ
イ
ン
ト
を
付
け
、
2
回
の
合
計
ポ
イ
ン
ト
で
競

い
ま
す
。
速
い
ペ
ー
ス
で
跳
ぶ
子
ど
も
会
チ
ー
ム
や
、

何
度
挑
戦
し
て
も
転
ん
で
し
ま
う
小
さ
な
子
ど
も
を

抱
き
か
か
え
て
跳
ぶ
親
子
チ
ー
ム
な
ど
が
あ
り
、
会

場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
2

連
覇
を
達
成
し
た「
12
フ

ト
ゥ
エ
ル
ブ

ァ
イ
タ
ー
ズ
」の
南　

大

紀
君（
日
高
小
6
年
）は「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
い
い
の

で
勝
つ
自
信
が
あ
っ
た
」と
胸
を
張
り
ま
し
た
。

▲ぴかりんの歌に合わせてつながり遊びを楽しむ参加者ら

　

3
月
4
日
、
但
東
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル（
但
東

町
出
合
）で「
ぴ
か
り
ん
と
あ
そ
ぼ
う
in
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
」が
、
2
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
親
子
約
1
2
0

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
ぴ
か
り
ん
」こ
と
、
つ
な
が
り
あ
そ

び
・
う
た
研
究
所
所
長
の
二
本
松
は
じ
め
さ
ん
の
歌

に
合
わ
せ
て
、
親
子
で
に
ら
め
っ
こ
を
し
た
り
、
お

互
い
の
体
を
く
す
ぐ
っ
た
り
し
て
、
触
れ
合
い
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
元
井
深み

香か

さ
ん（
九
日
市
下
町
）は「
初

め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
と
一
緒
に
体
を
動

か
す
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

環
境
学
習
授
業

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
豊
岡
の
魅
力
は

子
ど
も
た
ち
に
伝
わ
っ
た
…
か
な
!?

出 石出 石
　

2
月
29
日
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
豊
岡
の
魅
力
を
伝
え

る
環
境
学
習
授
業
を
、
小
坂
小
学
校（
出
石
町
鳥
居
）

で
、
1
・
2
年
生
36
人
を
対
象
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
児
童
文
学
作
家
の
キ
ム
･
フ
ァ
ン
さ

ん
が
、
人
形
劇
で
韓
国
の
昔
話
を
し
た
後
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
野
生
復
帰
ま
で
の
豊
岡
で
の
取
組
み
を
、
紙
芝

居
で
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　

キ
ム
さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を
し
た
児
童
ら
は
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
生
息
す
る
豊
岡
は
、
人
に
も
優
し
い

環
境
な
ん
だ
と
実
感
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

児
童
ら
は「
野
生
復
帰
す
る
ま
で
の
大
変
さ
が
分

か
っ
た
」「
く
ち
ば
し
が
折
れ
て
い
て
も
長
生
き
し
た

コ
ウ
ち
ゃ
ん
は
す
ご
い
」な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲人形劇「けちんぼおやじとトッケビ」に聴き入る児童たち

第
2
回
大
縄
と
び
大
会

−

日
高
地
区
県
民
交
流
広
場
事
業−

み
ん
な
一
緒
に
笑
顔
で
ジ
ャ
ン
プ
‼
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コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
す
る
田
ん
ぼ
作
り
、米
作
り
、地
域

づ
く
り
を
実
践
し
、コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
を
支
え
る
元
気

な
男
性
を
紹
介
し
ま
す
。

畷な
わ
て　

悦え
つ

喜よ
し

さ
ん（
73
歳
）祥
雲
寺

コ
ウ
ノ
ト
リ
に
選
ば
れ
る
田
ん
ぼ
作
り
を

日
々
考
え
る
元
気
人

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

兵庫県農業賞の受賞を中貝市長へ報告中国研修団に取組みを説明

立
さ
れ
、
畷
さ
ん
が
初
代
部
会
長

に
就
任
。
部
会
の
仲
間
と
と
も
に

栽
培
面
積
の
拡
大
、
栽
培
技
術
の

普
及
促
進
に
奔
走
し
ま
し
た
。

最
終
評
価
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
決
め
る

　

水
田
生
物
の
生
態
系
を
復
活
さ

せ
て
害
虫
や
雑
草
を
抑
え
、安
全
・

安
心
な
米
を
手
に
入
れ
る
─
。「
コ

ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」は
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
も4

住
め
る
豊
か
な
環
境
づ

く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
取
組
み
は
国
内
だ
け
で
な
く
、

中
国
や
韓
国
な
ど
、
近
隣
の
諸
外

国
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
多
く
の
農

業
者
が
視
察
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
「
田
ん
ぼ
の
良
し
悪
し
は
、田
ん

ぼ
に
す
む
生
き
も
の
が
決
め
て
く

れ
る
。米
の
良
し
悪
し
は
、食
べ
て

も
ら
う
消
費
者
に
決
め
て
も
ら
っ

た
ら
い
い
。全
体
の
取
組
み
の
評
価

は
、舞
い
降
り
て
く
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

決
め
て
く
れ
る
」と
語
る
畷
さ
ん
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
も4

住
め
る
地
域
が
広

が
る
こ
と
を
願
う
一
方
で
、コ
ウ
ノ

ト
リ
に
選
ば
れ
る
田
ん
ぼ
で
あ
り

た
い
と
、
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

コウノトリＫＩＤＳクラブのメンバーを指導

つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
平
成
14
年
、

祥
雲
寺
区
に
無
農
薬
･
減
農
薬
の

米
作
り
に
取
り
組
む「
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
郷
営
農
組
合
」を
設
立
。
畷

さ
ん
が
初
代
会
長
に
就
任
し
ま

し
た
。
組
合
に
は
全
23
戸
が
加
入
。

村
づ
く
り
を
兼
ね
た
組
合
と
な
り

ま
し
た
。「
自
分
た
ち
の
田
ん
ぼ
は

自
分
た
ち
で
守
ろ
う
と
い
う
気
持

ち
が
一
緒
に
な
り
ま
し
た
ね
」と

畷
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
そ
ん
な
畷

さ
ん
た
ち
の
田
ん
ぼ
に
平
成
14
年

8
月
5
日
、
大
陸
か
ら
野
生
コ
ウ

ノ
ト
リ「
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
」が
飛
ん
で

き
ま
し
た
。「
自
分
た
ち
の
無
農
薬

田
で
餌
を
つ
い
ば
む
姿
を
見
て
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
正
し
か
っ

た
と
自
信
が
持
て
ま
し
た
」と
笑

顔
を
見
せ
ま
す
。
平
成
15
年
か
ら

は
県
や
市
の
指
導
を
受
け
て
、
田

に
水
を
1
年
中
張
る
こ
と
で
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
餌
と
な
る
カ
エ
ル
や
魚

な
ど
を
増
や
す
ビ
オ
ト
ー
プ
水
田

や
冬
期
湛
水
、
中
干
し
延
期
稲
作

な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
確
立

　

平
成
17
年
に
は「
コ
ウ
ノ
ト
リ

育
む
農
法
」の
栽
培
技
術
を
体
系

化
し
、
平
成
18
年
、
こ
の
農
法
に

取
り
組
む
人
た
ち
が
集
ま
り「
コ

ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
生
産
部
会

（
事
務
局
･
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
）」が
設

　

安
全
･
安
心
な
米
と
多
様
な
生

き
も
の
を
同
時
に
育
む「
コ
ウ
ノ

ト
リ
育
む
農
法
」。
平
成
17
年
度

に
命
名
さ
れ
た
こ
の
農
法
は
、
多

く
の
生
産
者
ら
の
努
力
で
年
々

面
積
を
増
や
し
、
本
年
度
は
約

2
3
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ま
で
広
が

り
ま
し
た
。
市
内
各
地
に
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
餌
と
な
る
生
き
も
の
を
育

む
田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
に
当
初

か
ら
取
り
組
み
、
環
境
創
造
型
農

業
の
推
進
に
尽
力
し
た
畷　

悦
喜

さ
ん
は
、
平
成
23
年
度
兵
庫
県
農

業
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
の
共
生

　

平
成
4
年
、
兼
業
農
家
を
営
み

区
の
農
会
長
を
務
め
て
い
た
畷
さ

ん
の
と
こ
ろ
へ
、
祥
雲
寺
区
に
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
を
作
る
話
が

舞
い
込
み
ま
し
た
。
区
と
し
て
コ

ウ
ノ
ト
リ
と
ど
う
共
生
す
る
か
を

話
し
合
う「
祥
雲
寺
を
考
え
る
会
」

を
結
成
。「『
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
来
る

な
ら
農
薬
は
使
え
ん
な
』と
い
う

話
が
住
民
か
ら
自
然
に
出
て
き
ま

し
た
」と
畷
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
ア
イ
ガ
モ
農
法
な
ど
の

無
農
薬
栽
培
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

平
成
9
年
に
は「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

住
む
郷
づ
く
り
研
究
会
」を
発
足

し
、
区
の
歴
史
や
文
化
、
環
境
に

▲田んぼが恋人の畷
さん
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手
編
み
に
は
温
も
り
が
あ
り
ま
す

　

あ
み
も
の
サ
ー
ク
ル（
竹
野
）

豊
岡
ひ
か
り
幼
稚
園（
豊
岡
）

〈
園
児
17
人
〉

●
幼稚園

編

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

�

り
、
全
員
が
で
き

る
ま
で
頑
張
り
ま

し
た
。
そ
ん
な

一
生
懸
命
な
園

児
の
姿
を
見
て
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

か
ら
は
笑
み
が

こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

発
表
後
は
、
一
緒
に
お
手
玉
を

し
た
り
、
肩
た

た
き
を
し
た
り

し
て
触
れ
合
い

ま
し
た
。

　

交
流
を
終
え

た
園
児
は「
楽

し
か
っ
た
」「
お

じ
い
ち
ゃ
ん
や

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
触
れ
合
え
て

本
当
に
良
か
っ
た
」な
ど
う
れ
し
そ

う
に
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
豊

岡
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

職
員
か
ら「
本

年
度
は
今
日
で

最
後
と
な
り
寂
し

い
で
す
。
4
月

か
ら
は
小
学
校

で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
励
ま

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

豊
岡
ひ
か
り
幼
稚
園
は
、
年
に

3
回
、
長
寿
園
に
通
所
す
る
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の

世
代
間
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

3
月
2
日
、
本
年
度
最
後
の
交

流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ

の
様
子
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
交
流

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
し

た
が
、
園
児
た
ち
は
通
い
慣
れ
た

道
を
一
列
に
な
っ
て
長
寿
園
に
向

か
い
ま
す
。

　

長
寿
園
に
到
着
す
る
と
、拍
手
で

迎
え
ら
れ
ま
す
。ス
テ
ー
ジ
上
に
は

「
よ
う
こ
そ　

ひ
か
り
幼
稚
園
の

み
な
さ
ん
」と
書
か
れ
た
横
断
幕
が

掲
げ
ら
れ
、歓
迎
ム
ー
ド
一
色
で
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
は
、
毎
回
こ
の
交
流
会
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

楽
し
い
ひ
と
と
き

　

ス
テ
ー
ジ
の
準
備
が
整
う
ま
で

の
間
も
友
達
と「
ア
ル
プ
ス
一
万

尺
」を
し
て
遊
ぶ
な
ど
楽
し
そ
う
。

　

ま
ず
、「
自
己
紹
介
」と「
幼
稚
園

に
通
っ
て
楽
し

か
っ
た
こ
と
」

を
一
人
ず
つ

発
表
し
ま
す
。

楽
し
か
っ
た

こ
と
は「
草

餅
会
」「
雪
遊
び
」「
か
る
た
大
会
」

な
ど
皆
い
ろ
い
ろ
。

　

次
に
園
児
た
ち
は
、
元
気
よ

く
歌
を
歌
っ
た

り
、
堂
々
と
運
動

チ
ャ
レ
ン
ジ（
体

操
、
側
転
、
鉄

棒
、
フ
ラ
フ
ー

プ
）を
披
露
し

て
い
き
ま
す
。

　

鉄
棒（
逆
上

が
り
）で
は
、
う
ま

く
で
き
な
い
友
達
に「
○
○
ち
ゃ

ん
、
頑
張
れ
ー
！
」と
声
援
を
送

　

あ
み
も
の
サ
ー
ク
ル
は
、
平
成

23
年
6
月
に
設
立
し
た
ま
だ
新
し

い
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

会
員
は
約
10
人
で
、
会
費
は
月

千
円
。
基
本
的
に
毎
月
第
1
・
3

金
曜
日
の
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

に
、
竹
野
地
区
公
民
館
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

代
表
の
別
角
真
奈
美
さ
ん（
竹

野
町
松
本
）は「
以
前
か
ら
竹
野
地

域
で
編
み
物
の
サ
ー
ク
ル
を
作
り

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

公
民
館
で
編
み
物
の
公
開
講
座
を

開
き
、
そ
こ
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
方
に
声
を
掛
け
て
、
会
を
設

立
し
ま
し
た
」と
経
緯
を
話
し
ま

す
。

　

会
員
は
、
ス
ト
ー
ル
や
コ
サ
ー

ジ
ュ
の
小
物
か
ら
ベ
ス
ト
や
セ
ー

タ
ー
、
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
ま
で
そ
れ

ぞ
れ
自
分
の
編
み
た
い
物
を
か
ぎ

針
や
棒
針
を
使
っ
て
好
き
な
ペ
ー

ス
で
編
ん
で
い
き
ま
す
。

　

活
動
日
は
、
講
師
の
先
生
に
丁

寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な

集
中
し
て
取
り
組
む
た
め
、
あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
き

ま
す
。

　

別
角
さ
ん
は「
手
を
動
か
し
て

い
る
と
楽
し
い
で
す
し
、
出
来
上

が
っ
た
と
き
の
達
成
感
や
手
作
り

の
幸
せ
感
が
あ
り
ま
す
。
初
心
者

も
大
歓
迎
で
、
多
く
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
世
間
話
な
ど
を

し
な
が
ら
に
ぎ
や
か
に
活
動
し
て

い
き
た
い
で
す
」と
笑
顔
で
話
し

ま
す
。

　

昨
年
は
、
竹
野
地
域
の
文
化
祭

や
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
で
作
品
を
展

示
し
、
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

入
会
希
望
・
問
い
合
わ
せ
は
、別

角
さ
ん
ま
で
。
☎
47
－
1
9
5
0

▲会員手作りの夏用ベスト、小物入れ（竹野地
域の文化祭で展示）
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
36

〜
引
っ
越
し
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
の
注
意
点
〜
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パ
ー
セ
ン
ト
以
内
、
当
日
申
し
出

で
は
20
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
が
必
要

と
定
め
て
い
ま
す
。

●
引
っ
越
し
当
日

▽
貴
重
品
の
管
理

　

携
帯
で
き
る
貴
重
品（
現
金
・

カ
ー
ド
・
宝
石
貴
金
属
・
印
鑑
な

ど
）は
自
分
で
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

▽
荷
物
・
部
屋
の
確
認

　

引
っ
越
し
作
業
の
前
後
に
、
部

屋
や
荷
物
の
状
態
・
個
数
な
ど
を

作
業
員
と
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
引
っ
越
し
後

　

標
準
約
款
で
は
、
荷
物
の
破
損

や
紛
失
に
気
付
い
た
場
合
、
消
費

者
は
荷
物
を
引
き
渡
さ
れ
た
日
か

ら
3
カ
月
以
内
に
引
っ
越
し
業
者

へ
通
知
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
豊
岡
市
く
ら
し
の

相
談
室
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
標
準
引
越
運
送
約
款
と
は
？

　

国
土
交
通
省
が
一
般
家
庭
の
引

っ
越
し
を
対
象
と
し
て
ル
ー
ル
を

定
め
、
多
く
の
引
っ
越
し
業
者
に

採
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

入
学
や
入
社
、転
勤
な
ど
本
格
的

な
引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま

す
。
引
っ
越
し
に
関
す
る
相
談
は

4
月
が
最
も
多
く
な
り

ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
に
遭

わ
な
い
た
め
に
次
の
点

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

主
な
相
談
内
容

●
解
約
を
申
し
出
た
ら
、
見
積
時

に
も
ら
っ
た
段
ボ
ー
ル
を
送
料

負
担
で
返
送
す
る
よ
う
に
言
わ

れ
た
。

●
荷
物
が
破
損
し
て
い
た
。

●
荷
物
を
紛
失
さ
れ
た
こ
と
に
後

で
気
付
い
た
。

●
荷
物
の
積
み
残
し
が
出
た
。　

●
断
っ
た
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
請

求
さ
れ
た
。

引
っ
越
し
の
注
意
点

●
見
積
り

▽
引
越
運
送
約
款
の
提
示

　

引
っ
越
し
業
者
は
、
見
積
時
に

引
越
運
送
約
款
を
提
示
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
見
積
り
や
荷

物
の
扱
い
、
解
約
や
延
期
、
事
故

の
際
の
責
任
の
内
容
を
確
認
し
、

不
明
な
点
は
質
問
し
ま
し
ょ
う
。

▽
見
積
り
費
用（
内
金
・
手
付
金
）

　

標
準
引
越
運
送
約
款（
標
準
約

款
）で
は
、
見
積
り
は
原
則
無
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
下
見

が
必
要
な
場
合
な
ど
は
費
用
が
掛

か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
引
っ

越
し
業
者
は
事
前
に
金
額
を
通
知

し
、
消
費
者
の
了
解
を
得
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
見
積

り
の
際
に
内
金
や
手
付
金
を
支
払

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
荷
物
の
事
前
申
告

　

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
壊
れ
や
す
い

物
や
高
級
家
具
、
骨
董
品
な
ど
、

取
り
扱
い
に
注
意
が
必
要
な
荷
物

は
、
見
積
り
の
際
に
必
ず
申
告
し

ま
し
ょ
う
。
申
告
し
な
い
と
補
償

さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▽
段
ボ
ー
ル
箱
の
返
却
費
用

　

段
ボ
ー
ル
箱
を
受
け
取
っ
た
後

で
引
っ
越
し
を
解
約
し
た
場
合
、

引
取
費
用
や
返
送
料
の
負
担
を
求

め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

契
約
す
る
ま
で
は
受
け
取
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
引
っ
越
し
準
備

　

解
約
・
延
期
の
手
数
料
に
つ
い

て
、
標
準
約
款
で
は
、
引
っ
越
し

前
日
の
申
し
出
で
は
見
積
額
の
10

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21
－
9
0
0
1

野
焼
き
は
原
則
禁
止
で
す

　

家
庭
や
会
社
か
ら
出
た
ご
み
な

ど
は
、
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
野

外
で
の
焼
却
が
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

野
外
焼
却
は
、
大
気
汚
染
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
洗
濯
物

が
汚
れ
る
、
臭
い
が
付
く
」「
煙
で

気
分
が
悪
く
な
る
」な
ど
、
周
り

に
迷
惑
を
掛
け
る
ば
か
り
で
な
く
、

道
路
の
視
界
の
悪
化
や
火
災
の
原

因
に
も
な
り
大
変
危
険
で
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
快
適

な
環
境
を
守
る
た
め
、
分
別
し
て

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
か
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
直
接
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
農
業
、
林
業
、
お
よ
び

漁
業
を
営
む
上
で
の
野
焼
き
は
法

律
で
例
外
規
定
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
作
業
に
当
た
っ
て

は
風
向
き
や
時
間
帯
を
考
慮
し
た

り
、
よ
く
乾
燥
さ
せ
て
少
量
ず
つ

燃
や
す
な
ど
、
近
所
や
地
域
の
迷

惑
に
な
ら
な
い
よ
う
十
分
な
配
慮

が
必
要
で
す
。

悪
臭
や
騒
音
、振
動
の
規
制

　

悪
臭
や
騒
音
、
振
動
は
法
律
で

規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
法
律
で
定

め
ら
れ
た
規
制
値
を
越
え
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
騒
音
対
策

　

騒
音
は
開
口
部
か
ら
外
部
に
最

も
漏
れ
出
し
ま
す
。

　

ド
ア
を
開
け
っ
放
し
に
し
な
い
、

窓
を
二
重
サ
ッ
シ
に
す
る
、
防
音

シ
ー
ト
を
設
置
す
る
な
ど
の
対
策

を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
換
気
扇
の
位
置
を
変
更

す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

▽
振
動
対
策

　

振
動
が
床
面
、
壁
面
に
伝
わ
ら

な
い
よ
う
に
防
振
ゴ
ム
、
吸
音
材

な
ど
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
ず
に
、
近
所
に
配
慮
し
、
公
害

の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て
、
み
ん

な
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

《
問
合
せ
》
生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係　

☎
23ｰ

5
3
0
4

み
ん
な
で
美
し
い
豊
岡
を
…
⑫

野
焼
き
に
よ
る
悪
臭
な
ど
公
害
発
生
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

▲野外焼却は違法です
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▽
常
田
敏と
し

朗ろ
う（

上
鉢
山
）

　

上
下
水
道
事
業
の
普
及
に
努
め
、

明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く

り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

兵
庫
県
の
じ
ぎ
く
賞

▽
上
山
て
る
代（
福
田
）

▽
沖
野
賢
一（
大
磯
町
）

▽
谷
垣　

忠
・
睦
子（
江
本
）

　

長
年
、
市
内
の
老
人
ホ
ー
ム
で

車
い
す
の
清
掃
・
修
理
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
き
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
度

（
財
）兵
庫
県
体
育
協
会
表
彰

■
体
育
功
労
賞

▽
河
辺
良
之（
日
高
町
上
郷
）

第
57
回
青
少
年
読
書
感
想
文    

兵
庫
県
コ
ン
ク
ー
ル

■
小
学
校
中
学
年
の
部　

県
知
事
賞

▽
宮
垣
桃
果（
資
母
小
４
年
）

■
高
校
の
部　

県
知
事
賞

▽
山
本
優ゆ
う

月づ
き（

豊
岡
高
２
年
）

　

山
本
さ
ん
は
、
さ
ら
に
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
で「
サ
ン
ト
リ
ー
奨
励

賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

消
防
庁
長
官
表
彰

■
永
年
勤
続
功
労
章

▽
加
藤
一
夫（
出
石
町
奥
小
野
）

▽
河
口　

清（
清
冷
寺
）

▽
木
下　

肇（
竹
野
町
轟
）

▽
中
井
博
文（
城
崎
町
来
日
）

第
64
回
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

■
功
績
章

▽
杉
垣
明
彦（
竹
野
町
和
田
）

▽
成
田
安
浩（
日
高
町
久
斗
）

■
精
績
章

▽
畑は
た

村む
ら

忠
男（
出
石
町
東
條
）

▽
長
谷
川
冬
彦（
日
高
町
岩
中
）

▽
廣
岡
智ち

明あ
き（

出
石
町
寺
坂
）

▽
松
井
勝
己（
塩
津
町
）

▽
渡
邊
博ひ
ろ

文ぶ
み（

日
高
町
竹
貫
）

■
勤
続
章

▽
河
口　

清（
清
冷
寺
）

▽
北
村
幸
弘（
城
崎
町
飯
谷
）

▽
鞍
留
眞
司（
新
堂
）

▽
中
村
正
義（
城
南
町
）

▽
水
口
宗
治（
竹
野
町
下
塚
）

▽
山
本
憲
一（
出
石
町
上
野
）

兵
庫
県
自
治
賞 

■
土
木
建
設
・
ま
ち
づ
く
り
功
労

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

し
ぃ
ち
ゃ
ん
、こ
れ
か
ら
も
お
友

達
と
仲
良
く
元
気
に
育
っ
て
く
だ
さ

い
。（

父 

重
雅
・
母 

由
美
子
、若
松
町
）

　

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
、わ
ん
ぱ

く
な
空
良
君
。け
が
せ
ず
大
き
く

な
っ
て
ね
☆　
　
　
　
　
　
　

 

（
父 

大
介
・
母 

愛
、桜
町
）

長谷田空
そ

良
ら

ちゃん
（平成21年12月2日生）

田村　栞
しおり

ちゃん
（平成21年3月5日生）

　

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
な
と
わ
く

ん
☆
こ
れ
か
ら
も
優
し
い
お
兄
ち
ゃ

ん
で
い
て
ね
!!
だ
ー
い
ス
キ
♡
♡  

（
父 

裕
紀
・
母 

梨
沙
、塩
津
町
）

川﨑翔
と

遠
わ

ちゃん
（平成21年5月14日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

　

何
で
も
か
ん
で
も
、か
ぶ
る
の
大

好
き
♡
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、い
っ
ぱ

い
遊
ぼ
う
ネ
!!　
　
　
　
　
　

（
父 

和
也
・
母 

昌
代
、城
崎
町
湯
島
）

松本　葵
あおい

ちゃん
（平成22年2月18日生）

　

い
つ
も
そ
の
笑
顔
に
癒
さ
れ
て
る

よ
。元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
♡

（
父 

健
太
・
母 

江
利
奈
、下
陰
）

柚木利
り

心
の

愛
あ

ちゃん
（平成22年10月27日生）

第
35
回
兵
庫
県
高
等
学
校　

総
合
文
化
祭

■
書
道
部
門　

全
国
総
合
文
化
祭

　

推
薦
賞

▽
宇
上
夏
希（
豊
岡
高
２
年
）

　

８
月
に
富
山
県
で
開
催
の
全
国

総
合
文
化
祭
へ
出
場
し
ま
す
。

第
67
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

「
ぎ
ふ
清
流
国
体
」出
場

（
２
月
15
〜
17
日
、
岐
阜
県
高
山

市
）

■
ス
キ
ー　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　

成
年
男
子
Ｃ
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
（
ク
ラ
シ
カ
ル
）

▽
佐
古
昌
洋（
香
住
）

■
ス
キ
ー　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ

　

ロ
ー
ム
少
年
女
子

▽
西
村
衿え
り

香か（
豊
岡
総
合
高
３
年
）

■
ス
キ
ー　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ

　

ロ
ー
ム
少
年
男
子

▽
増
田
友
樹（
日
高
西
中
３
年
）

第
67
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

「
ゆ
め
リ
ン
ク
愛
知
国
体
」出
場

（
１
月
28
日
〜
２
月
１
日
、
愛
知

県
名
古
屋
市
・
長
久
手
市
・
豊
橋

市
）

■
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー　

成
年
男
子

▽
兵
庫
県
選
抜（
舩
谷
大
介
・
瀬

戸
、
井
藤
良
幸
・
気
比
）
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期　

間

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

4
月
6
日（
金
）〜
15
日（
日
）

■
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
自
転
車
は
、車
道
の
左
側
通
行
が

原
則

○
通
行
可
能
な
歩
道
を
走
る
と
き

は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り

を
徐
行

○
二
人
乗
り
、
傘
差
し
、
携
帯
電

話
使
用
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
使
用
な

ど
危
険
な
運
転
の
禁
止

○
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

○
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
、
一
時

停
止
、
安
全
確
認

〇
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

■
飲
酒
運
転
の
根
絶

■
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

■
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
◆
交
通
死
亡
事
故
が
多
発

　

昨
年
、
市
内
で
の
交
通
事
故
死

者
数
は
6
人
で
、
そ
の
う
ち
5
人

が
高
齢
者
で
し
た
。

　

豊
岡
市
は
昨
年
に
引
き
続
き
、

今
年
も「
高
齢
者
交
通
事
故
防
止

対
策
推
進
地
域
」に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
交
通
安
全
教
室
を
開
催
す

る
な
ど
事
故
防
止
に
努
め
ま
す
。

◆
運
転
免
許
証
自
主
返
納
制
度

　

65
歳
以
上
で
、運
転
に
自
信
が
な

く
な
っ
た
方
は
、警
察
に
運
転
免

許
証
を
自
主
返
納
し
ま
し
ょ
う
。返

納
者
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
特
典（
路
線

バ
ス
の
料
金
半
額
、市
内
の
温
泉
入

浴
料
の
減
額
な
ど
）が
あ
り
ま
す
。

問
生
活
環
境
課
生
活
係

　

☎
21
－
9
0
0
1

催　

し

平
成
24
年
度
豊
岡
市

日
高
消
防
団
消
防
初
出
式

日
4
月
1
日（
日
）午
前
9
時
〜

所
日
高
総
合
支
所
前
駐
車
場（
日

高
町
祢に

ょ
う布

）

内
表
彰
式
、分
列
行
進
、一
斉
放
水

※
日
高
総
合
支
所
前
駐
車
場
は
3

月
31
日（
土
）午
前
8
時
か
ら
4

月
1
日（
日
）正
午
ま
で
、
使

用
不
可
。
総
合
支
所
前
の
市
道

は
4
月
1
日（
日
）午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で
、
車
両
通
行
止

め
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
日
高
総
合
支
所
地
域
振
興
課　

☎
21
－
9
0
5
2

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

　

体
力
測
定
・
運
動
相
談

日
4
月
8
日（
日
）、5
月
12
日（
土
）、

6
月
10
日（
日
）の
い
ず
れ
も
午

前
10
時
〜
午
後
7
時

所
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡（
立
野
町
）

対
20
歳
以
上
の
市
民

定
各
50
人

内
体
力
測
定（
4
種
目
）、
ボ
デ
ィ

ス
キ
ャ
ン（
体
組
成
測
定
）、
専

門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ

る
運
動
ア
ド
バ
イ
ス

申
方
事
前
に
電
話

※
ボ
デ
ィ
ス
キ
ャ
ン
の
み
の
体
験

は
事
前
申
込
み
不
要

他
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
対
象
事
業

（
1
0
0
ポ
イ
ン
ト
）

申
問
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
総
合

受
付
窓
口
☎
24
－
0
5
8
2

菓
子
祭
前
日
祭「
お
菓
子
で
笑
顔
。

豊
岡
の
春
は
お
菓
子
か
ら
！
」

日
4
月
14
日（
土
）午
前
10
時
〜
午

後
4
時

所
豊
岡
駅
通
商
店
街
東
側

※
歩
行
者
天
国

内
市
内
外
か
ら
40
店
舗
以
上
の
菓

子
店
が
集
ま
り
、
お
菓
子
の
販

売
な
ど
を
行
う
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ

も
勢
ぞ
ろ
い

問
豊
岡
商
工
会
議
所

　

☎
22
－
4
4
5
6

周
産
期
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
危
機
に
あ
る
但
馬
の
お
産

安
心
し
て
産
み
育
て
る
た
め
に
」

日
4
月
7
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ（
大
手
町
）
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※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順

内○
講
演
会「
過
疎
地
の
周
産
期
医
療

を
巡
る
状
況
」

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
こ
れ
か
ら
の
但

馬
の
周
産
期
医
療
に
つ
い
て
」

講
師
三
重
大
学
教
授　

池
田
智
明

さ
ん

申
問
健
康
増
進
課

　

☎
24
－
1
1
2
7

第
9
回
国
府
ふ
れ
あ
い
観か
ん

桜お
う

会え

日
4
月
15
日（
日
）午
前
11
時
〜
午

後
2
時（
雨
な
ど
で
終
了
時
間

が
早
ま
る
場
合
あ
り
）

所
国
府
ふ
れ
あ
い
公
園（
日
高
町
野
々

庄・日
高
中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー
横
）

内
お
茶
会
、短
歌
、和
楽
器
演
奏
、フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、バ
ザ
ー
な
ど

※
お
茶
券
は
前
売
り
2
5
0
円
で
、

国
府
地
区
公
民
館
で
販
売（
当

日
3
0
0
円
）

問
国
府
地
区
公
民
館

　

☎
42
－
5
2
4
4

鳥
居
や
す
ら
ぎ
市
民
農
園

春
祭
り

日
4
月
15
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
鳥
居
や
す
ら
ぎ
市
民
農
園
広
場

（
出
石
町
鳥
居
）

内
音
楽
隊
の
ラ
イ
ブ
演
奏
会
、
有

機
野
菜
・
産
地
収
穫
物
の
即
売
、

餅
つ
き
体
験
・
即
売
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

◆
貸
し
農
園
の
新
規
利
用
受
付
中

年
間
利
用
料

・
小
区
画（
約
50
平
方
メ
ー
ト
ル
）

1
万
5
千
円

・
中
区
画（
約
70
平
方
メ
ー
ト
ル
）

　

1
万
8
千
円

問
鳥
居
や
す
ら
ぎ
農
園
管
理
組
合

　

組
合
長　

広
井
昌
利
さ
ん

　

☎
52
－
4
4
2
4

大た
い

師し

山や
ま

自
然
公
園
さ
く
ら
ま
つ
り

（
開
山
1
0
0
周
年
記
念
祭
り
）

日
4
月
22
日（
日
）午
前
9
時
〜　

※
雨
天
決
行

所
大
師
山
自
然
公
園（
引
野
）

内
寿
司
・
甘
酒
・
お
で
ん
な
ど
の

バ
ザ
ー
、
護ご

摩ま

焚だ

き（
午
前
11

時
〜
）、餅
ま
き（
午
後
1
時
〜
）

問
引
野
区　

由
良
嘉
兵
衛
さ
ん

　

☎
22
－
5
5
1
5

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
但
馬

第
14
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

日
4
月
29
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
2
時
30
分

所
じ
ば
さ
ん
但
馬　

2
階　

多
目

的
ホ
ー
ル（
大
磯
町
）

他
東
北
の
名
産
品
な
ど
を
販
売
し
、

震
災
支
援
を
行
う

問
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
但
馬　

圓ま
る

山　

光
さ
ん

　

☎
0
7
9
－
6
6
4
－
2
4
1
8

募　

集

ア
カ
ペ
ラ
レ
ッ
ス
ン
受
講
者
募
集

日
4
月
22
日（
日
）〜
7
月（
6
回

開
催
予
定
）

※
時
間
は
午
後
2
時
〜
4
時（
予
定
）

所
市
民
会
館　

リ
ハ
ー
サ
ル
室

（
立
野
町
）

対
ア
カ
ペ
ラ
に
興
味
を
持
っ
て
い

る
方（
小
・
中
学
生
、
高
校
生

は
保
護
者
の
同
意
必
要
）

内
ア
カ
ペ
リ
ン
ピ
ッ
ク
実
行
委
員

会
メ
ン
バ
ー
が
結
成
し
た
ア
カ

ペ
ラ
グ
ル
ー
プ「
エ
ル
フ
ィ
ッ
シ

ュ
」に
よ
る
ア
カ
ペ
ラ
レ
ッ
ス
ン

申
期
4
月
15
日（
日
）

申
問
市
民
会
館
☎
23
－
0
2
5
5

Jジ
ャ
イ
カ

I
C
A（
独
立
行
政
法
人
国
際
協

力
機
構
）海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■
青
年
海
外
協
力
隊

応
募
資
格
20
〜
39
歳（
平
成
24
年

5
月
14
日
時
点
）で
、日
本
国
籍

を
持
ち
心
身
と
も
に
健
康
な
方

募
集
分
野
農
林
水
産
、加
工
、保
守

操
作
、
土
木
建
築
、
保
健
衛
生
、

教
育
文
化
、ス
ポ
ー
ツ
、計
画
・

行
政（
8
部
門
約
1
2
0
職
種
）

派
遣
期
間
2
年

■
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

応
募
資
格
40
〜
69
歳（
平
成
24
年

5
月
14
日
時
点
）で
、日
本
国
籍

を
持
ち
心
身
と
も
に
健
康
な
方

募
集
分
野
計
画
・
行
政
、
公
共
・

公
益
事
業
、農
林
水
産
、鉱
工
業
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、商
業
・
観
光
、人

的
資
源
、保
健
・
医
療
、社
会
福

祉
、そ
の
他（
日
本
語
教
師
な
ど
）

派
遣
期
間
1
年
ま
た
は
2
年

共
通
事
項

申
方
所
定
の
応
募
書
類
に
記
入
の

上
、
郵
送

申
期
4
月
1
日（
日
）〜
5
月
14
日

（
月
）消
印
有
効

申
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

選
考
窓
口（
〒
1
5
0
－
0
0
1
2 

東
京
都
渋
谷
区
広
尾
4
－
2
－

24　

J
I
C
A
地
球
ひ
ろ
ば
内
）

■
体
験
談
＆
説
明
会

日
・
所
4
月
7
日（
土
）・15
日（
日
）・

26
日（
木
）神
戸
国
際
会
館
、4
月

21
日（
土
）・
三
宮
研
修
セ
ン
タ
ー

※
4
月
26
日（
木
）は
、
青
年
海
外

協
力
隊
の
み

※
募
集
に
関
す
る
こ
と
、
説
明
会

開
催
時
間
な
ど
の
詳
細
は
、
問

い
合
わ
せ

問
J
I
C
A
兵
庫（
4
月
1
日
か
ら

J
I
C
A
関
西
に
名
称
変
更
）

　

☎
0
7
8
－
2
6
1
－
0
3
4
1
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平
成
24
年
度
出
石
B
＆
G
海
洋

セ
ン
タ
ー
水
泳
教
室
会
員
募
集

☎
52ｰ

5
5
1
1

※
親
子
…
乳
幼
児
1
人
と
保
護
者

1
人（
ラ
ッ
コ
、
あ
ひ
る
、
ア
ク

ア
＆
ス
イ
ム
）

※
高
齢
者
…
65
歳
以
上

※
子
ど
も
…
中
学
生
以
下

「
カ
ブ
ト
ム
シ
探
検
隊
パ
ー
ト
1
」

参
加
者
募
集

日
4
月
29
日（
日
）午
前
11
時
〜
午

後
2
時　

※
雨
天
決
行

所
県
立
但
馬
長
寿
の
郷（
養
父
市
）

内
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
探
し
、
お

楽
し
み
抽
選
会
な
ど

料
千
円（
付
き
添
い
の
保
護
者
無

料
）

定
5
0
0
人

※
小
学
3
年
生
以
下
は
、
保
護
者

同
伴

申
方
電
話
ま
た
は
任
意
の
用
紙
に

代
表
者
の
氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号
、
参
加
人
数
・
付
添
人
数
、

当
日
の
交
通
手
段
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ッ
ク
ス

申
期
4
月
23
日（
月
）

申
問
但
馬
長
寿
の
郷
企
画
管
理
課

　

☎
0
7
9
－
6
6
2
－
8
4
5
6

　
Ｆ
0
7
9
－
6
6
2
－
8
4
5
9

介
護
予
防
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

利
用
者
募
集

　

竹
野
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
但

東
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
あ
る

介
護
予
防
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
機
器

を
無
料
で
利
用

で
き
ま
す
。

区分 子ども
高齢者

大人・
親子

入会金 1,000円
年会費 1,000円
週１回

（月額） 3,500円 4,000円

週２回
（月額） 5,000円 6,000円

週３回
（月額） 6,000円 7,000円

＜料金表＞

火 水 木 金 土

10：30 スイミング らくらく
ウォーキング

ラッコ＆あ
ひる ジョイフル

ウォーキング

ラッコ＆あ
ひる

アクア＆ス
イム

アクア＆ス
イム

13：30 ジョイフル
ウォーキング スイミング らくらく

ウォーキング
らくらく

ウォーキング ペンギン

15：30 ペンギン ペンギン — ペンギン ペンギン

16：30 ジュニアⅠ ジュニアⅠ ジュニアⅠ ジュニアⅠ ジュニアⅠ

17：30
メダカ

ジュニアⅡ
メダカ

ジュニアⅡ ジュニアⅡ
ジュニアⅡ ジュニアⅡ

18：30 いるか いるか くじら いるか
いるか

スイミング

20：00
（19：30）ウォーキング ジョイフル

ウォーキング スイミング アクアビクス —

＜時間割＞

※（　）は、冬期時間（12月〜３月）

《水泳教室の対象・内容》
●ラッコ（生後6カ月〜4歳）　乳幼児と保護者
を対象に、安心して水と遊ぶ楽しさを覚え、
丈夫な体をつくる。

●あひる（2歳〜4歳）　水遊びを中心とし「水
が大好きになる」ことをテーマに、同年齢の
子どもとの遊びを体験する。

●ペンギン（3歳〜6歳）
●メダカ（4歳〜6歳）　この時期の成長に合

わせ水に慣れることから水泳の基本を段階
的に優しく指導する。

●ジュニアⅠ（5歳〜小学3年生）
●ジュニアⅡ（小・中学生）　身体の成長期に

無理なく4泳法を習得し、その中で上達の喜
び、困難を乗り越える強い心を育てる。

●いるか（小・中学生）　4泳法の上達を目指
すコース。より速くよりきれいに泳ぎ、タイムアッ
プを目指す。

●くじら（小・中学生）　水慣れから始め、楽し
く泳法を習得する。

●スイミング　「泳げるようになりたい！」「きれい
に泳ぎたい！」「ストレス解消！」「運動不足解
消！」など健康と体力増進をお手伝いする。

●らくらく ウォーキング
●ジョイフル ウォーキング　腰痛や膝痛、生

活習慣病の改善・予防に最適と、その効果
が注目されている水中運動。音楽に合わせ
て無理なく全身を使い、さまざまな要素を取り
入れたレッスンを行う。

●アクア＆スイム　アクアビクスとスイミングのミ
ックスプログラム。

●アクアビクス　音楽・リズムに合わせて一
緒に楽しく水中運動。体力アップ・運動不足
の解消に最適。
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対
20
歳
以
上
の
市
民

使
用
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　

チ
ェ
ス
ト
プ
レ
ス
、
レ
ッ
グ
プ

レ
ス
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
な
ど

利
用
可
能
日
時

・
竹
野
…
平
日
午
前
9
時
〜
午
後

5
時（
毎
週
水
曜
日
午
前
と
事

前
講
習
会
開
催
日
を
除
く
）

・
但
東
…
平
日
午
前
9
時
〜
午
後

5
時（
毎
週
火
曜
日
午
前
と
事

前
講
習
会
開
催
日
を
除
く
）

※
利
用
す
る
際
は
、
事
前
講
習
会

の
受
講
が
必
要（
事
前
申
込
み

必
要
）

申
方
健
康
増
進
課
窓
口
ま
た
は
電

話
申
問
健
康
増
進
課
成
人
保
健
係

　

☎
24
－
1
1
2
7

講
座・
教
室

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室 

○
豊
岡
会
場　

日
5
月
9
日
・
23
日
、6
月
13
日
・

27
日
、
7
月
4
日
い
ず
れ
も
水

曜
日（
5
回
コ
ー
ス
）

所
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡　

1
階

調
理
実
習
室（
立
野
町
）

○
日
高
会
場　

日
5
月
11
日
・
25
日
、
6
月
8

日
・
29
日
、
7
月
6
日
い
ず
れ

も
金
曜
日（
5
回
コ
ー
ス
）

所
日
高
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

1
階　

調
理
実
習
室（
日
高
町

国
分
寺
）共

通
事
項

時
間
午
前
9
時
45
分
〜
午
後
0
時

15
分

対
3
歳
以
上
就
学
前
の
幼
児
と
保

護
者

内
食
育
の
話
、
調
理
実
習

料
千
円（
初
回
に
徴
収
）

定
各
会
場
12
組

申
期
4
月
16
日（
月
）〜
5
月
2
日

（
水
）

申
問
健
康
増
進
課
☎
24
－
1
1
2
7

ほ
の
ぼ
の
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

対
65
歳
以
上
で
、
自
分
で
料
理
を

作
る
機
会
が
減
っ
た
方
、
一
人

暮
ら
し
の
方
、
ま
た
は
健
康
づ

く
り
に
関
心
の
あ
る
方

内
健
康
講
話
、
栄
養
実
習

料
1
教
室
8
0
0
円（
4
回
コ
ー

ス
）

定
1
教
室
10
人
程
度

申
期
4
月
16
日（
月
）〜
5
月
2
日

（
水
）

申
問
健
康
増
進
課

　

☎
24
－
1
1
2
7

出
石
高
等
学
校

地
域
オ
ー
プ
ン
講
座

対
但
馬
地
域
在
住
の
方

開
講
日
毎
週
月
曜
日
午
後
1
時
5

分
〜
2
時
55
分（
初
回
開
講
予
定

4
月
16
日
、年
間
20
回
程
度
）

科
目　

・
美
術
概
論（
美
術
工
芸
制
作
実

習
、
鑑
賞
ほ
か
）

・
書
道
概
論（
漢
字

書
法
の
基
礎
と
実

用
書
ほ
か
）

受
講
料
3
2
4
0
円（
別
途
教
材

費
千
円
程
度
）

定
各
5
人
程
度

※
申
込
み
は
随
時
受
付（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

申
問
出
石
高
等
学
校
事
務
室

　

☎
52
－
3
1
3
1

場所 日時（4〜9月分）

竹野健康
福祉セン
ター

4月13日（金）
午後

5月18日（金）
午前

6月7日（木）
午後

7月12日（木）
午前

8月10日（金）
午後

9月7日（金）
午前

但東健康
福祉セン
ター

4月16日（月）
午後

5月14日（月）
午前

6月11日（月）
午後

7月20日（金）
午前

8月6日（月）
午後

9月10日（月）
午前

＜事前講習会＞

※時間　午前：午前10時〜11時（定員５人程度）
　　　　午後：午後１時30分〜２時30分（定員４人程度）、午後３時〜４時（定員４人程度）

会場　　　　　　回 １回目 ２回目 ３回目 ４回目
ウェルストーク豊岡 ５月15日（火）６月19日（火）７月17日（火）８月７日（火）
城崎地区公民館 ５月10日（木）６月14日（木）７月12日（木）８月２日（木）

竹野健康福祉センター ５月16日（水）６月20日（水）７月18日（水）８月１日（水）
日高農村環境改善センター ５月18日（金）６月15日（金）７月13日（金）８月３日（金）
出石健康福祉センター ５月21日（月）６月18日（月）７月９日（月）７月30日（月）

合橋地区公民館 ５月16日（水）６月20日（水）７月18日（水）８月８日（水）
・時間は、いずれも午前10時〜午後０時30分
・上記６カ所から１会場を選択してください。
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コ
ウ
ノ
ト
リ
市
民
研
究
所

「
田
ん
ぼ
の
学
校
」

日
・
テ
ー
マ
毎
月
第
3
日
曜
日
の

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
決
行

料
な
ど
）

問
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

　

☎
23
－
7
7
5
0

相　

談

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

日
4
月
21
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

相
談
内
容
遺
言
、
相
続

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6
－
94
－
0
6
0
6

制　

度

兵
庫
ゆ
ず
り
あ
い
駐
車
場
制
度

が
始
ま
り
ま
す

　

県
で
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
し
、元
気
に
活
動
が
で
き
る「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
」を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て「
兵
庫
ゆ
ず

り
あ
い
駐
車
場
制
度
」を
4
月
か

ら
開
始
し
ま
す
。

制
度
概
要
身
体
障
害
者
等
用
駐
車

場（
車
い
す
マ
ー
ク
の
あ
る
駐

車
場
）を
適
正
に
利
用
す
る
た

め
、
県
が
県
内
共
通
の
利
用
証

を
交
付
す
る
制
度

対
象
施
設
公
共
施
設
や
病
院
な
ど

で「
兵
庫
ゆ
ず
り
あ
い
駐
車
場
」

の
案
内
標
示
が
あ
る
駐
車
区
画

※
対
象
施
設
は
、
兵
庫
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

利
用
証
交
付
対
象
者
身
体
障
害
者
、

知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
、

難
病
患
者
、
高
齢
者
、
妊
産
婦
、

傷
病
人
な
ど
で
、
歩
行
に
配
慮

が
必
要
な
方

※「
駐
車
禁
止
除
外
指
定
標
章
」

（
公
安
委
員
会
発
行
）は
利
用
証

の
代
わ
り
と
し
て
使
用
可

申
請
方
法
所
定
の
申
請
書
に
記
入

の
上
、
歩
行
に
配
慮
が
必
要
な

こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
の
写

し
を
添
え
て
持
参

申
請
・
交
付
豊
岡
健
康
福
祉
事
務

所（
幸
町
、
豊
岡
総
合
庁
舎
内
）

問
兵
庫
県
健
康
福
祉
部
障
害
福
祉  

局
障
害
者
支
援
課

　

☎
0
7
8
－
3
6
2
－
4
3
7
9

　
Ｆ
0
7
8
－
3
6
2
－
9
0
4
0

　
ホhttp://w

eb.pref.hyogo.　

　
lg.jp/

　
メshogaishashien@

pref.
hyogo.lg.jp

就
学
援
助
制
度

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
困

難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
お
よ
び
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、
学
用
品

費
や
給
食
費

な
ど
の
経
費

の
一
部
を
援

助
し
ま
す
。

対
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
立
小

学
校
ま
た
は
中
学
校
に
在
籍
す

る
児
童
お
よ
び
生
徒
の
保
護
者

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

・
生
活
保
護
世
帯

・
生
活
保
護
世
帯
に
準
ず
る
世
帯

（
所
得
調
査
に
よ
り
教
育
委
員

会
が
認
め
た
世
帯
）

援
助
費
の
種
類

・
新
入
学
学
用
品
費（
第
1
学
年

の
み
）

・
学
用
品
費
お
よ
び
通
学
用
品
費

（
第
1
学
年
を
除
く
）

・
学
校
給
食
費

・
修
学
旅
行
費

・
自
然
学
校
食
費

・
医
療
費（
学
校
保
健
法
に
定
め

ら
れ
た
疾
病
に
限
る
）

申
請
方
法
学
校
、
こ
ど
も
教
育
課
、

ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
振
興

課
に
あ
る
申
請
書
に
記
入
の
上
、

各
学
校
に
提
出

※
申
請
書
は
、民
生
委
員
の
助
言
・

学
校
長
の
意
見
が
必
要

問
こ
ど
も
教
育
課

　

☎
23
－
1
4
5
1

集
合
場
所
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館（
祥

雲
寺
）

内
田
ん
ぼ
や
そ
の
周
辺
で
遊
ん
だ

り
生
き
も
の
調
査
を
行
う
。
昼

は
地
元
食
材
の
鍋
料
理
な
ど
を

食
べ
る

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

料
子
ど
も
1
0
0
円（
傷
害
保
険

期日 テーマ 期日 テーマ

４月15日 春の草を探す、食べる 10月21日 田んぼや池でアカトンボ
の調査

５月20日 田んぼでオタマ、タイコ
ウチなどの調査 11月18日 里山で落ち葉集め

６月17日 田んぼでトンボやカエル、
メダカの調査 12月16日 木の実やつる、木切れ

で工作

７月15日 小川で魚捕り １月20日 里山観察、足跡や野鳥
など、雪遊び

８月19日 里山探検、昆虫、植物 ２月17日 冬の田んぼ、アカガエル
の調査

９月16日 田んぼでゲンゴロウやイ
ナゴ、バッタの調査 ３月17日 自然を食べる会、ソバ

打ちなど
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奨
学
金
制
度

■
豊
岡
市
奨
学
生 

対①
高
校
生
、特
別
支
援
学
校
生（
高

等
部
）、
高
等
専
門
学
校
生

②
大
学
生（
短
大
生
含
む
）

募
集
人
員
①
②
各
8
人
程
度

応
募
資
格

・
人
物
、
学
力
と
も
に
優
秀
で
、

学
校
長
の
推
薦
が
あ
る
こ
と

・
勉
学
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
経

済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

で
あ
る
こ
と

貸
与
金
額
（
月
額
）

①
9
9
0
0
円

②
4
万
4
6
5
0
円

申
期
4
月
5
日（
木
）〜
20
日（
金
）

必
着

※
持
参
の
場
合
、
土
・
日
曜
日
は

受
付
不
可

■
豊
岡
市
交
通
遺
児
奨
学
生

応
募
資
格
主
た
る

生
計
維
持
者
で

あ
る
保
護
者
が
、

交
通
事
故
で
死

亡
ま
た
は
後
遺
障
害
が
あ
る
た

め
働
け
な
く
な
っ
た
方
の
子
弟

で
、高
等
学
校
、特
別
支
援
学
校

（
高
等
部
）、高
等
専
門
学
校
、
ま

た
は
大
学
に
在
学
し
て
い
る
方

※
た
だ
し
、
平
成
17
年
4
月
1
日

以
降
に
発
生
し
た
交
通
事
故
に

よ
る
も
の
と
す
る

給
付
金
額
（
月
額
）

・
高
校
生
、特
別
支
援
学
校
生（
高

等
部
）、高
等
専
門
学
校
生
1
万 

5
千
円

・
大
学
生
3
万
円

申
期
随
時

共
通
事
項

資
格
保
護
者
が
申
請
日
現
在
、
市

内
に
1
年
以
上
在
住
の
方

申
方
教
育
総
務
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
地
域
振
興
課
に
あ
る
出
願

書
類（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

要
項
な
ど
掲
載
）に
記
入
の
上
、

郵
送
ま
た
は
持
参

申
教
育
総
務
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
地
域
振
興
課

問
教
育
総
務
課
☎
23
－
1
1
1
7

障
害
の
あ
る
方
の

自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
の

減
免
制
度
変
更

　

4
月
1
日（
新
規
受
付
分
〜
）か

ら
、障
害
の
あ
る
方
に
対
す
る
自
動

車
税
・
自
動
車
取
得
税
の
減
免
制

度
が
、
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

制
度
の
変
更

・
家
族
運
転
時
の
使
用
目
的
の
限

定
を
廃
止
し
、
も
っ
ぱ
ら
障
害

者
の
移
動
手
段
と
し
て
使
用
す

る
自
動
車
が
減
免
対
象
に
な
る

・
全
額
減
免
の
対
象
を
重
度
障
害

者
な
ど
に
重
点
化
し
、
そ
の
他

は
、
減
免
額
が
2
分
の
1
に
な

る（
該
当
す
る
等
級
に
よ
り
減
免

額
が
異
な
る
）

・
減
免
限
度
額
を
総
排
気
量
2
・
5

リ
ッ
ト
ル
相
当
か
ら
2
リ
ッ
ト

ル
相
当
の
税
額
分
に
変
更

必
要
書
類
の
変
更　

・
家
族
運
転
時
に
必
要
と
し
て
い

た「
生
計
同
一
証
明
書
」（
市
福

祉
事
務
所
発
行
）が
不
要
に
な

る
※
同
居
・
別
居
の
状
況
に
よ
り
、

住
民
票
、
扶
養
関
係
確
認
書
類

な
ど
が
必
要

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

問
但
馬
県
民
局
豊
岡
県
税
事
務
所

課
税
第
1
課（
豊
岡
総
合
庁
舎

内
）☎
26
－
3
6
2
8

身
体
な
ど
に
障
害
が
あ
る
方
の

軽
自
動
車
税
を
減
免
し
ま
す

対
身
体
障
害
者
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
ま
た

は
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
を
所

持
す
る
方
で
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

○
減
免
の
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

な
ど

・
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
所
持

す
る
方
が
所
有
し
、
自
身
の
た

め
に
使
用
し
て
い
る
軽
自
動
車

な
ど

・
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
所
持

す
る
方
の
家
族
が
所
有
し
、
も

っ
ぱ
ら
障
害

の
あ
る
方
の

た
め
に
使
用

し
て
い
る
軽

自
動
車
な
ど（
4
月
か
ら
家
族

が
運
転
す
る
場
合
の
使
用
目
的

は
限
定
し
な
い
）

申
請
期
間
4
月
2
日（
月
）〜
5
月

24
日（
木
）

他・
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る

と
、
自
動
車
税（
県
税
）の
減
免

は
受
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
豊

岡
市
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
料
金
助
成
事
業
お
よ
び
外
出

支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
も
利
用
で

き
な
い

・
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
す
る
方

が
運
転
す
る
場
合
は
、
減
免
な

し
・
一
定
の
要
件
や
申
請
方
法
な
ど

の
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

問
税
務
課
市
民
税
係

　

☎
21
－
9
0
4
5
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
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そ
の
他

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に　

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

近
年
、
豊
岡
市
で
も
地
球
規
模

の
温
暖
化
と
大
陸
か
ら
の
汚
染
物

質
の
影
響
で
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

の
原
因
と
な
る
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃

度
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
豊
岡
市
は
、

兵
庫
県
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
発
令
地

域
に
指
定
さ
れ
、
4
月
下
旬
か
ら

10
月
下
旬
ま
で
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

注
意
報
が
発
令
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
が
発

令
ま
た
は
解
除
さ
れ
た
と
き
は
、

防
災
行
政
無
線
放
送
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
発
令
中
は
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。　

・
屋
外
で
の
運
動
や
作
業
は
避
け
、

屋
内
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

・
目
に
刺
激
や
痛
み
を
感
じ
た
と

き
は
、
洗
眼
し
ま
し
ょ
う
。

・
喉の

ど

に
刺
激
や
痛
み
を
感
じ
た
と

き
は
、
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
症
状
が
ひ
ど
い
場
合
は
、
医
師

の
手
当
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課

　

☎
23
－
5
3
0
4

お
花
見
ス
ポ
ッ
ト（
神
武
山
公
園・

中
央
公
園
）に
ぼ
ん
ぼ
り
が

点
灯
し
ま
す

　

今
年
も
桜
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
神
武
山
公
園（
山
王
町
）

と
中
央
公
園（
京
町
）に
ぼ
ん
ぼ
り

を
点
灯
し
ま
す
。
お
花
見
、
夜
桜

見
物
な
ど
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

点
灯
期
間
4
月
6
日（
金
）〜
14
日

（
土
）（
桜
の
開
花
時
期
）

※
桜
の
開
花
状
況
で
期
間
変
更
あ

り
◆
公
園
利
用
の
お
願
い

・
公
園
内
に
は
ご
み
箱
を
設
置
し

て
い
ま
せ
ん
。
環
境
の
た
め
に

も
、
ご
み
は
持
ち
帰
り
、
分
別

し
て
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

・
お
花
見
後
、各
自
が
責
任
を
持
っ

て
後
片
付
け
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
神
武
山
公
園
は
、
駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
都
市
整
備
課
都
市
管
理
係

　

☎
23
－
1
7
1
2

豊
岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
ク
レ
イ（
土
）

の
コ
ー
ト
か
ら
人
工
芝
コ
ー
ト
に

改
修
し
ま
し
た
。

　

人
工
芝
コ
ー
ト
は
、
水
は
け
が

良
く
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
バ
ウ
ン
ド

な
ど
が
少
な
く
、
と
て
も
使
い
や

す
い
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
開
始
4
月
2
日（
月
）か
ら

使
用
料

■
豊
岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
記
念「
テ
ニ
ス
体
験
教
室
」

日
対
4
月
1
日（
日
）

・
午
前
9
時
30
分
〜
小
・
中
学
生

・
午
後
2
時
〜
高
校
生
以
上
の
方

※
希
望
の
方
は
、
当
日
開
始
時
間

の
30
分
前
ま
で
に
現
地
に
集
合

所
豊
岡
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

持
テ
ニ
ス
が
で
き
る
服
装
、
シ
ュ

ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト（
貸
出
用
ラ

ケ
ッ
ト
若
干
あ
り
）

問
豊
岡
市
テ
ニ
ス
協
会　

上
田　

篤

　

☎
0
9
0
－
5
1
6
4
－
6
5
3
5

（
午
後
6
時
〜
8
時
）

湯
の
原
温
泉
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

営
業
開
始

　

4
月
1
日（
日
）か
ら
、
平
成
24

年
度
の
営
業
を
開
始
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
内
に
は
、
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
、
温
泉
入
浴
施

設「
湯
の
原
館
」、
コ
テ
ー
ジ
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
棟
な
ど
が
あ
り
ま
す

の
で
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
4
月
1
日（
日
）に
限
り
、

温
泉
入
浴
施
設「
湯
の
原
館
」を
無

料
開
放
し
ま
す（
温
泉
入
浴
の
み

で
も
利
用
可
）。

営
業
時
間
平
日
午
後
1
時
〜
8
時

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
、
午

役職 氏　名 出身地域（地区）
会長 村田　正次 豊岡（田鶴野）

副会長

菅村　和弘 日高（国府）
佐藤　碩

ひ ろ

孝
た か

城崎（城崎）

木瀬　史
ひ と

司
し

竹野（中竹野）
片山　正之 出石（弘道）
浅田　利夫 但東（高橋）

会計 野竿　　豊 豊岡（新田）

監事 西村　充春 豊岡（五荘）
福井與司光 竹野（竹野）

理事

岡田　清信 豊岡（八条）
小林　啓作 豊岡（市街地）
高木　　務 豊岡（市街地）
森田　　進 豊岡（三江）
太田　洋治 豊岡（中筋）
岡本　一良 豊岡（港）
今井　芳弘 豊岡（奈佐）
澤田　仁

み よ し

克 豊岡（神美）
木之瀬久輝 城崎（城崎）
杉本　　章 竹野（竹野南）
田中　重

し げ

海
み

日高（八代）
中野　嘉彦 日高（日高）
水田　喜

よ し

彦
ひ こ

日高（三方）
岡森　和清 日高（清滝）
井上　正治 日高（西気）
山根　盛幸 出石（室

む ろ

埴
は に

）
稲垣　和弘 出石（小坂）
加藤　幸

こ う

洋
よ う

出石（小野）
水口　亮二 但東（資母）
大石　義博 但東（合橋）

豊岡市区長連合会 平成24年
役員が決まりました

《問合せ》総務課行政係
　　　　 ☎23−1116

テニス
コート 

（１面に
つき）

午前6時
〜8時30分

午前8時30分
〜10時

午前10時
〜正午

午後1時
〜3時

午後3時
〜5時

午後5時
〜7時

午後7時
〜9時30分

450円 450円 650円 650円 650円 650円 850円

※夜間照明施設を使用する場合は、１面につき１時間当たり300円を加算

申
豊
岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

☎
22
－
7
5
1
1
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FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

前
11
時
〜
午
後
8
時
）

施
設
の
予
約
問
湯
の
原
温
泉
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
☎
44
－
0
0
0
1

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
お
よ
び
特
別
障
害
者
手
当

な
ど
の
手
当
額
改
定

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
お
よ
び
特
別
障
害
者
手
当

な
ど
の
月
額
が
、
4
月
分
か
ら
次

の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

※
今
回
の
手
当
額
改
定
は
、法
令
の

定
め
に
よ
り
全
国
消
費
者
物
価

指
数
の
変
動
を
反
映
す
る
も
の

問
社
会
福
祉
課
☎
24
－
7
0
3
3

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

児
童
扶
養
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

　

児
童
扶
養
手
当
の
12
〜
3
月
分

を
、
4
月
13
日（
金
）に
指
定
の
金

融
機
関
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

○
児
童
扶
養
手
当
は
、

父
子
家
庭
も
対
象
で
す

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま
た

は
母
と
生
活
を
共
に
で
き
な
い

子
ど
も
を
育
成
す
る「
ひ
と
り
親

家
庭
」の
生
活
と
自
立
を
促
進
し
、

子
ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
に
支
給
さ
れ
ま
す（
所
得
制
限

あ
り
）。

　

対
象
は
、
18
歳
に
達
す
る
日
以

降
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
間

に
あ
る
子
ど
も
ま
た
は
20
歳
未
満

で
心
身
に
中
度（
特
別
児
童
扶
養

手
当
2
級
に
該
当
）以
上
の
障
害

が
あ
る
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

「
ひ
と
り
親
家
庭
」の
父
ま
た
は
母

な
ど
で
す
。 

問
社
会
福
祉
課
生
活
援
護
係

　

☎
24
－
7
0
3
1

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

日
・
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

場
公
立
豊
岡
病
院

他
1
歳
以
上
の
小
児
で
、
緊
急
性

の
な
い
自
己
都
合
な
ど
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
時
間
外
診
察

料
金
3
1
5
0
円
の
負
担
あ
り

問
公
立
豊
岡
病
院
救
急
受
付

　

☎
22
－
6
1
1
1

全
国
健
康
保
険
協
会

（
協
会
け
ん
ぽ
）兵
庫
支
部
の

健
康
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業
な

ど
で
働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族
の

皆
さ
ん
が
加
入
す
る
健
康
保
険
で

す
。　

　

健
康
保
険
料
率
が
次
の
と
お
り

変
更
に
な
り
ま
す（
平
成
24
年
3

月
分
保
険
料
か
ら
変
更
）。

○
変
更
後
10
・
00
パ
ー
セ
ン
ト

（
変
更
前
9
・
52
パ
ー
セ
ン
ト
）

　

ま
た
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の

方
は
、
介
護
保
険
料
率
も
現
行

1
・
51
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
1
・
55

パ
ー
セ
ン
ト
へ
変
更
さ
れ
ま
す
。

※
任
意
継
続
被
保
険
者
の
方
は
、

4
月
分
保
険
料
か
ら
変
更

　

安
定
し
た
健
康
保
険
制
度
の
た

め
に
、
国
庫
補
助
の
法
的
上
限

（
20
パ
ー
セ
ン
ト
）ま
で
の
増
額
や

拠
出
金
負
担
の
重
い
高
齢
者
医
療

制
度
の
見
直
し
を
引
き
続
き
国
に

強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。

問
全
国
健
康
保
険
協
会
兵
庫
支
部

☎
0
7
8
－
2
5
2
－
8
7
0
2

開
業
医
の
手
作
り

健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

さ
い
。

問
兵
庫
県
保
険
医
協
会

☎
0
7
8
－
3
9
3
－
1
8
0
3

平
成
24
年
度
の
雇
用
保
険
料
率

が
変
わ
り
ま
す

　

☎
0
1
2
0
－
9
7
9
－
4
5
1

（
通
話
料
無
料
）を
利
用
し
て
く
だ

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

　

☎
23
－
3
1
0
1

改定前 改定後
児童扶養手当　全部支給 41,550円 41,430円
児童扶養手当　一部支給 9,810円〜41,540円 9,780円〜41,420円
特別児童扶養手当（1級） 50,550円 50,400円
特別児童扶養手当（2級） 33,670円 33,570円
特別障害者手当 26,340円 26,260円
障害児福祉手当 14,330円 14,280円
福祉手当（経過措置分） 14,330円 14,280円

月日 担当医師・
住所

４月

１日（日） 赤松　亮
（九日市下町）

15日（日） 中沢　洋
（出石町本町）

４月のテーマ
曜日 内　　容

月 子どもの急な発熱の仕組み

火 電動歯ブラシについて

水 腰痛の診断と予防

木 尿失禁に対する紙おむつの使い方

金〜日 白髪染めは体に大丈夫か

負担者

事業の
　 種類

①労働者負担 ②事業主負担 ①＋②
雇用保険料率

失業等給付
の保険料率

雇用保険二
事業の保険
料率

一般の事業 5/1000  8.5/1000 5/1000 3.5/1000 13.5/1000
農林水産
清酒製造の
事業

6/1000  9.5/1000 6/1000 3.5/1000 15.5/1000

建設の事業 6/1000 10.5/1000 6/1000 4.5/1000 16.5/1000

平成24年度雇用保険料率（4月1日〜平成25年3月31日）
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１日（日）

８日（日）

10日（火）

23日（月）

30日（月）

下旬

１日（水）・２日（木）

５日（日）

６日（月）

中旬

26日（日）

２日（土）

３日（日）

９日（土）

中下旬

３日（木・祝）

11日（金）

27日（日）

30日（水）

１日（日）

14日（土）

15日（日）

中旬～下旬

23日（月）・24日（火）

29日（日・祝）

８日（土）・９日（日）

22日（土）・23日（日）

26日（水）

29日（土）・30日（日）

下旬

とよおか
イベ  ントイベ  ントイベ  ント

歳時記
上半期

イベ  ントイベ  ント
豊岡のエエとこどこに出掛けよう？

盛りだくさん！

9
月

8
月

7
月

6
月

5
月

4
月
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上旬

15日（金）～17日（日）

中旬

下旬～

12日（火）

中旬

下旬

８日（月・祝）

中旬

下旬

中旬

21日（金）

24日（月・休）

中下旬

上中旬

２日（金）～６日（火）

３日（土・祝）

11日（日）

中旬

18日（日）

23日（金・祝）

上旬

10日（木）

13日（日）

下旬

1
月

とよおか
平成24年度

イベ  ント
下半期

2
月

12
月

11
月

10
月

3
月



―乳幼児向けおはなし会のお知らせ―
　読み聞かせやわらべうたを通して、ことばやリズ
ムを赤ちゃんと一緒に楽しみます。おうちの方と赤
ちゃんとの触れ合いのひとときをお過ごしください。
・「おはなしのゆりかご」（対象：０～２歳）
　毎月第１水曜日午前11時～、豊岡本館・おはなしのへや

・「ほっぺとえほん」（対象：０～３歳）
　毎月第１金曜日午前11時～、城崎分館・おはなしのへや
　第４木曜日午前10時30分～、城崎子育てセンター
・「えほんのとびら」(対象：０～３歳)
　毎月第４木曜日午前10時30分～（０・１歳）・
　午前11時～（２・３歳）、出石分館・おはなしのへや

お菓子の本
＜ 一 般 ＞

お菓子の由来物語
猫井　登／著（幻冬舎ルネッサンス）

　名前や形の由来、歴史上の人物と
の関係など、140種類のお菓子のル
ーツを紹介。お菓子の全体と断面の
美しい写真が掲載され、丁寧な解説
が添えられたスウィーツ写真集のよ
うな由来事典。

＜ じ ど う ＞
おまたせクッキー
パット・ハッチンス／作
乾　侑美子／訳（偕成社）

　おやつにクッキーを食べようとした
とき、玄関のベルが鳴って友だちが遊
びに来ました。みんなで食べようとす
ると、またベルが鳴って、友だちが次々
に入ってきて…。はたしてクッキーを
食べられるでしょうか？

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

4月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後６時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎21-9010（出石総合支所１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

4月の行事予定

※詳細は、各館に問い合わせください。

乳０～２歳　幼３～５歳
児６歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 日
2 月
3 火 （休館日）

4 水
10：30～

本館
いっしょにおはなし会　幼

11：00～ おはなしのゆりかご　乳

5 木
6 金 11：00～ 城崎 ほっぺとえほん　乳

7 土 10：30～ 但東 おはなしのもり（チューリップの切り紙）　幼 児

8 日
9 月

10 火 （休館日）
11 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

12 木
13 金

14 土

10：10～ 本館 土曜としょかん（スウィーツデコ雑貨）　幼 児

10：30～

城崎 おはなしランド（牛乳パックテニス）　児

竹野 テーマであそぼ！「ドキドキ・ワクワク！新がくねん」
（くすだま作り）　幼 児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児

15 日
16 月
17 火 （休館日）
18 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

19 木
20 金
21 土 13：00～ 但東 切り紙Ａｒｔ　般

22 日 14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児

23 月
24 火 （休館日）
25 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

26 木 10：30～
城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳

出石 えほんのとびら　乳 幼

27 金 （休館日）

28 土
10：30～

竹野 おはなしミッケ！　幼 児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

29 日
30 月 （休館日）
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4月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込みください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石総合支所１階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎総合支所２階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

日　時 12日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

パパと遊ぼうＤ
　 デ 　 ー 　

ＡＹ！

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

なかよし広場
日　時 18日（水）午前10時15分～11時30分
対　象 おおむね１歳までの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの計測、保健師ミニ講話『予防接種の受け方』育児発達相談

お花見遠足
日　時 17日（火）午前10時～午後０時30分
対　象 乳幼児と保護者（ベビーカーの使用可）
持ち物 お弁当、お茶、敷物

みんなでクッキング
日　時 10日（火）午前10時～午後０時30分
対　象 乳幼児と保護者
参加費 １家族　100円
持ち物 エプロン、三角巾、マスク、お茶

パパと遊ぼうデー
日　時 21日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族みんなで来てください）
内　容 親子遊び

そとあそび広場
日　時 11日（水）午前10時30分～11時30分
場　所 出合右岸公園（集合：但東子育てセンター）
対　象 乳幼児と保護者
内　容 桜並木を散歩、公園で遊びましょう（赤ちゃんはベビーカー必要）

おはなし広場
日　時 ７日（土）、14日（土）、28日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

パパと遊ぼうデー
日　時 14日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と家族
内　容 テラスでブロック遊び

ほっとたいむ＆わらべうた遊び＆おやこふれあいたいむ

日　時
①ほっとたいむ ２日（月）、26日（木）午前11時～
②わらべうた遊び 11日（水）午前11時～
③おやこふれあいたいむ 23日（月）午前10時30分～

対　象 乳幼児と保護者

内　容 ①唱歌や童謡を歌う　②わらべうたやいろいろな遊び
③紙芝居やいろいろな遊び

その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測をします。

絵本の読み聞かせ＆折り紙あそび
日　時 25日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせ、こいのぼり製作

そとあそび広場
日　時 ４日（水）午前10時30分～11時30分
場　所 宵田小公園（集合：出石子育てセンター）
対　象 乳幼児と保護者
内　容 固定遊具や広場で遊びましょう

そとあそび広場   ※天候・場所の悪条件時は中止
日　時 ①10日（火）　②24日（火）　午前10時15分～11時30分
場　所 ①国府ふれあい公園　②日高町民公園
対　象 乳幼児と保護者
内　容 固定遊具や広場で遊びましょう

絵本の読み聞かせの会

日　時 ８日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族みんなで来てください）
内　容 親子ふれあい遊び

そとあそび広場　雨天または悪天候の場合は中止

日　時 ①４日（水）、②６日（金）、③12日（木）午前10時15分～
④19日（木）、⑤23日（月）、⑥27日（金）午後１時30分～

場　所 ①⑥総合体育館・芝生広場、②中央公園（ふれあい）、③正
法寺ふれあい公園、④中央公園（いこい）、⑤しばっこ広場

対　象 乳幼児と保護者
内　容 戸外の遊び、固定遊具での遊び、子育て相談＆子育て情報（随時）など

そとあそび広場
日　時 12日（木）午前10時30分～11時30分
場　所 城崎駅通り公園
対　象 乳幼児と保護者
内　容 戸外遊び　　※雨天時はセンター

こいのぼり製作
日　時 18日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　15組
申込期間 ３日（火）～13日（金）

ベビーマッサージ
日　時 13日（金）午前10時～11時30分
対　象 １歳までの乳児と保護者　20組
内　容 ベビーマッサージと赤ちゃんへのスキンシップの話、参加者交流
講　師 ベビーマッサージ・インストラクター　土生田尚子さん
持ち物 バスタオル 申込期間 ４日（水）～12日（木）

わいわいコーラス
日　時 24日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 春の歌や懐かしい童謡、唱歌を歌う

日　時 18日（水）午前９時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測、子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師、助産師、子育て支援ボランティア

なかよし広場

日　時 21日（土）午前10時30分～11時45分
場　所 しばっこ広場（アイティ７階スカイドーム）　※雨天時はセンター
対　象 ２歳以上の幼児とお父さん　先着20組（お母さん、きょうだいの参加可）
講　師 こども育成課　仲義　健 申込期間 ９日（月）～19日（木）

パパと遊ぼうデー“おやこっこ運動遊び”

日　時 25日（水）午後１時30分～３時30分
場　所 豊岡市民プラザ　練習室
対　象 子育て中の保護者　20人（一時保育　15人）
内　容 おとなの言葉でのびる“子どものやる気”
申込期間 11日（水）～23日（月）

子育ち＆親育ち講座

なかよし広場
日　時 19日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの身体計測、妊婦の血圧測定、保健師ミニ講話、育児発達相談

絵本の読み聞かせと折り紙
日　時 26日（木） 午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 読み聞かせと折り紙

そとあそび広場
日　時 11日（水）、25日（水）午前10時～正午
場　所 児童公園（JR竹野駅横）
対　象 乳幼児と保護者
内　容 電車の見える公園で遊びましょう
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出石文化会館 ひぼこホール（出石町水
むな

上
がい

）
☎52−6222  FAX 53−2131（月・火曜日休館）

施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト

※一時保育は、原則、１歳半〜就学前の幼児を対象とします。

■第89回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
毎月１回程度コンサートを開催しています。

　４月21日（土）　開演13：00
◇場　所　交流サロン
◇出　演　イノチ崖マサル
◇内　容　アコースティックギ

ター＆ボーカル
◇タイトル　一生懸命が伝わるように
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用してください。

■特別展「銭−お金の日本史−」
　日本最古の銭である｢富

ふ
本
ほん

銭
せん

」
や江戸時代の大判・小判などか
ら、日本のお金の歴史を振り返
り、お金が社会や経済、文化に及
ぼした影響について考えます。

　５月８日（火）まで開催中
◇入館料　一般500円（65歳以

上250円）、高校生200円、小・中学生150
円（ココロンカード提示で無料）

■ひぼこホール開館18周年記念
メモリアルコンサート

　出石地域内の７
つの合唱団体によ
る コ ン サ ー ト で
す。ぜひ、お越し
ください。

　４月22日（日）
　　開演18：30
　（開場18：00）
◇出演団体　出石カトレアコーラス、出石混声合唱

団、ドルチェフィオーレ、出石少年少
女合唱団、赤とんぼの会、トマトコー
ラス、女声合唱団カモミール

◇入場料　全席自由　500円
◇チケット発売中

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24−3000  FAX 24−3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

　５月15日（火）まで開催中
◇入館料　一般500円（65歳以上250円）、高校・大

学生300円、小・中学生200円（ココロン
カード提示で無料）

■第56回企画展『機
はた

と紋
もん

紙
がみ

』
　� 〜 ドットが描く意匠の世界 〜
　地場産業のちりめんを取り
上げ、中でも、地紋を織り出
す機と紋紙に焦点を当て、糸
づくりから白生地ができるま
で、さらには新しい取り組み
の一端を紹介しています。

■見てぇなダンス2012
　地元で活動しているダンサーによるダンスイベ
ントを開催します。

　４月30日（月・休）
　開演14：00（開場13：30）

◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　10組〔マカナ

アロ ハフラ、
H
ヒップ

iP♡ ポップコーン、プルメリア、演劇
ファクトリーzero８、倶楽部103ダンス
部、Y

ヤ 　 ス 　 シ
asushi、P

ピーエーエル
・A・L、モダ・ラティーナ、

C
ク リ ー ム ダ ン ス
reamDance、３ＢらびぃJr.田鶴野キッ

ズ〕
◇入場料　無料（全席自由）
◇一時保育　一時保育を希望の方は、４月20日（金）

までに申し込みください。

■ロックフェスティバル（仮称）実行委員募集！
　豊岡市民プラザ自主事業｢ロックフェスティバル

（仮称）｣の企画と、当日のイベント運営に参加でき
る方を募集します。
◇開催日　８月19日（日）
◇場　所　ほっとステージ
◇内　容　第１部｢高校生バンドバトル｣、第２部

「社会人ロックバンドライブ｣で構成す
るロックフェスティバル

◇対　象　高校生以上の方
　　　　※高校生は保護者の同意が必要です。
◇募集人数　20人程度
◇申込方法　所定の申込用紙に住所、氏名、年齢、

性別、電話番号を記入の上、市民プ
ラザ窓口へ持参、郵送、またはファッ
クスで申し込みください。

◇申込期限　４月15日（日）必着

但馬国府・国分寺館（日高町祢にょう布）
☎42−6111  FAX 42−6112（水曜日休館）

日本・モンゴル民族博物館（但東町中山）
☎56−1000  FAX 56−1022（水曜日休館）
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平成24年３月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

4月の主な行事
APRIL

平成24年

₁₅（日）山火事予防運動（市内全域、～30日）菓子祭例大祭（９：00～中嶋神社境内）
田んぼの学校（９：30～コウノトリ文化館周辺）
鳥居やすらぎ市民農園春祭り

（10：00～鳥居やすらぎ市民農園）
国府ふれあい観

かん

桜
おう

会
え

（11：00～国府ふれあい公園）
出石そば喰い大会

（11：00～出石総合支所前広場）

₁₆（月）
₁₇（火）お花見遠足（10：00～竹野子育てセンター集合）
₁₈（水）なかよし広場（９：30～豊岡市民プラザ）
₁₉（木）
₂₀（金）
₂₁（土）パパと遊ぼうデー（10：30～出石子育てセンター）
₂₂（日）大師山自然公園さくらまつり（９：00～大師山自然公園）

神鍋高原水仙まつり（10：00～道の駅｢神鍋高原｣）
ひぼこホール開館18周年記念メモリアルコン
サート（18：30～出石文化会館ひぼこホール）

₂₃（月）城崎温泉まつり（城崎温泉街、～24日）
₂₄（火）コウノトリ文化館企画展「2011コウノトリ写真コンクール入賞作品展」

（コウノトリ文化館、～５月22日）

₂₅（水）
₂₆（木）
₂₇（金）
₂₈（土）
₂₉（日）昭和の日神鍋溶岩流健康ノルディックウォーク

　　　　　　　  （９：00～清滝地区公民館）
清滝溶岩流まつり（９：30～清滝地区公民館）
国際ソロプチミスト但馬　第14回チャリテ
ィーバザー（10：00～じばさん但馬）

₃₀（月）振替休日見てぇなダンス2012（14：00～豊岡市民プラザ）

ひ
と
り
ご
と

合　計 男　性 女　性 世帯数
87,998人（－97人） 42,147人（－41人） 45,851人（－56人） 32,438世帯（－23世帯）

₁（日）出石桜まつり（18：00～出石城跡、～30日）第５回特別展銭−お金の日本史−
（但馬国府・国分寺館、～５月８日）

第56回企画展「機と紋紙～ドットが描く意
匠の世界～」
（日本・モンゴル民族博物館、～５月15日）
豊岡市日高消防団初出式

（９：00～日高総合支所前駐車場）
城崎温泉流しびな（10：00～城崎温泉街）
コウノトリ文化館企画展「倉敷のコウノトリ
J0006写真展」（コウノトリ文化館、～21日）
湯の原温泉オートキャンプ場開業
（湯の原温泉オートキャンプ場、日高町羽尻）

₂（月）
₃（火）
₄（水）
₅（木）
₆（金）
₇（土）周産期医療シンポジウム（13：00～豊岡市民プラザ）

₈（日）神鍋山山焼き（８：00～神鍋山噴火口など）
パパと遊ぼうＤ

デ ー

ＡＹ！
（10：30～日高子育てセンター）

₉（月）
₁₀（火）みんなでクッキング（10：00～竹野子育てセンター）

₁₁（水）
₁₂（木）
₁₃（金）
₁₄（土）第２回菓子祭前日祭（10：00～豊岡駅前商店街）

▼
ｅ
通
勤
の
た
め
、毎
朝
、八
条
の
子
ど

も
と
た
ち
と
一
緒
に
バ
ス
に
揺
ら
れ
て

い
ま
す
。
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
っ

た
幼
稚
園
児
は
、
４
月
か
ら
は
ラ
ン
ド

セ
ル
で
す
。
人
の
成
長
を
見
届
け
る
こ

と
を
最
近
う
れ
し
く
感
じ
ま
す
。
応
援

し
て
い
る
よ
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
！ 

◯Ｋ2
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朝もや、通勤途上・雨上がりの田んぼ
松本伸彦さん

【風景の説明】

【講評】

　「とよおか景観フォーラム2011」で表彰した「豊岡、風景のものがたり」を、４回に分けて掲載して
います。
　「豊岡、風景のものがたり」から、豊岡らしさを感じてください。　

　《問合せ》都市整備課☎23-1712

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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豊岡、風景のものがたり3

※【風景の説明】は原文を使用しています。

「豊岡、風景のものがたり賞」
旧港東小学校での
最後の地区運動会
榎本雅之さん

【風景の説明】
　

【講評】

八
は

社
さ

宮
み

の農道
より三開山を

見る
田中　忍さん

【風景の説明】
　

【講評】

カニの「せり市」
今井隆男さん
【風景の説明】
　

【講評】




